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はしめに

私たちは，昔から個人として，あるいは社会 人として，私たちの生活に何らか

のかかわりを持つ出来事の記念 日を祝 うようにしてきました。

その意味で，今年教会の回復150周 年 を祝 うことは，回復 された福音の祝福に

あずかっている教会員にとって特に意義あることであると思われます。

世界に 目を転 じて見ると，宗教や哲学の中には1，000年 以上経っているものが

多くあ り，150年 な ど大 した長さではないか もしれません。しか し，教会員は，こ

の福音がこの地球の存在する以前か らあ り，アダムを初め とする数多 くの予言者

の時代にも存在 したものであること， またこの教会が救い主の時代に主御 自身に

よって組織された教会 とまった く同一のものであることをよく知っています。

この150年 間に，教会の基は非常に堅固なものとなってきました。振 り返って

みると，この王国を築 くために，数限りない犠牲と勇敢な人々の闘いがあ りまし

た。中でも，予言者たちの模範，カー トラン ドや ノーヴーで聖徒たちが受けた試

練，開拓者の苦難などは特筆すべきことでしょう。か といって，私たち一般の教

会貝が 自分 と家族を罪から守 り，什分の一 と献金を納め，教会堂や神殿を建て，

宣教師を援助するために精一杯努力 してきたことも決 して忘れるこ とはできませ

ん。これ らすべ ての汗と努力の結晶が，今 日の教会の発展をもたらしたのです。

1979年4月 の総大会で，ヌ、ペ ンサー ・W・ キンボール大管長は次のように語 って

います。「教会はすでに成長 と円熟の域に突入し，私たちがさらに前進を遂げるた

めに最後の準備をす る時に来ている。」(「聖徒の道」1979年10月 号，p.116)

将来，全世界の人々が1830年4月6日 の出来事に注 目す る日が必ずやって くる

はずです。そこで私たちに課せ られた責任は，今後 も引き続き神の王国を築 き，

この福音を世の人々に知 らせ るために，「歩みを速める」ことではないでしょうか。

今 月の 『聖徒の道』教会設立150周 年特集号では，この福音の最後の神権時代

を概観 してみることにしました。すなわち，過去150年 間の出来事 とその重要性，

時満ちたる神権時代の意義，現在教会が置かれている立場，さらに救い主の再臨

に備 えてこの主の教会は何をなさなければならないか を取 り上げてみました。
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地の果て まで

大 管 長

ス ペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

愛 する兄弟姉妹の皆さん・この駆 代教
ミナーで皆 さんとお会いでき，心か らっ

れ しく思っている。み業は進展 してお り，私

たちは，全世 界の末 日聖徒の生活に，主が数

数の祝福を与えて下 さっていることをこの目

で見てきた。 しか し，それで もなお，私たち

が行なわなければならないことは 多い。(これ

はいつの時代でも言えることだが，まだ まだ

なすべ きことは数 多く残されているように思

う)

私 は，教会員の皆さんが援助の必要 な人の

いることを知 った時にす ぐにそれに対応で き

ないか らといって心配してはいない。む しろ

気懸かりなのは，そのような人のいるこ とに気

づかないことである。モロナ イはあらゆる時

代の富者に，安易な生活 を送 るようになって

この世 の物 を 「貧 しい人々，病気の人々お よ

び悩んでいる人々よりも愛す る」(モ ルモン8

：37)こ とのないようにと警告 している。 さ

らにモロナイは， 「飢えている者，貧 しい者，

はだかでいる者，病んでいる者，また悩んで

いる者たち」に注意 を払お うとしない人々の

いることを述べている(モ ロナイ8：39参 照)。

神権 を与えられている兄弟の皆 さん， どう

か教会のプログラムを運営す るのに忙 し過ぎ

るあまりに，使徒ヤ コブが 「清 く汚れのない

信心」(ヤ コブ1：27)と 語 ったこれ らの基本

的な務めを忘 れることのないように していた

だ きたい。

使徒行伝の中に，予言者ペテロが門ロに立

った時，応対に出たロダの話があるが，私は

この物語が好 きである。ロダは，予言者が戻

って きたという喜ば しい知 らせ を人々に告げ

るが，だれもロダを信 じない。それでも，「彼

女は 自分の言うことに間違いはないと，言い

張った。」(使 徒12：15)

同 じように，た とえ人々が疑いの眼で見，

あざけろうとも， この神権時代に私 たちの中

に実際に生ける予言者がいるこ とについて揺

るぎない確信 をもっていただきたい。

この福音が真実 であることについての 「揺

るぎない確信」は，・私たちが指導者 として，

あるいはイエス ・キ リス トに従 う者 として是

非 とも得ていなければならない ものである。
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特に，「揺るぎない」という言葉に注意 してい

ただきたい。

今 日よく責任 を果た している忠実な聖徒た

ちが，時折， その奉仕の業 を怠ることがある。

予言者アルマが，過去に 「心 を改めた」 人々

に向かって，「贈いを与える愛 を讃美する歌 を
うた

唱いたい と思ったことがあるならば，今 もそ

う思えるか私はたずねたい」(ア ルマ5：26)

と言 ったのは，そのような事情からであろう。

私たちは継続 して行なう必要がある。善 を

行なうのに疲れてはな らない(教 義 と聖約64

：33参 照)。願わ くは，私 たち全員に主の祝福

があって，私たちが 自分の務めや行 ないをな
うた

す時に，「贈 い を与 え る愛 を讃美す る歌 を唱

い」それが昨 日も今 日， そして明 日も変 わる

ことな く継続できる生活を営む ことができる

よう祈 っている。

さてここで， これまで私が何度 も述べて き

た事柄 を再び繰 り返 してお きたい。この福音

をあらゆる国民，あらゆる人々に宣べ伝 える

のは，私たちの義務であ り，責任であ り，神

の命令である。

主が この世の生涯における最後の週にオ リ

ブ山で語られた言葉 を読んでみ よう。

「王国のこの福音は
，すべての国民に証 を

なさんため全世界に宣べ伝えられん。而 して

後に，終 り……は至 るべ し。」(ジ ョセブ ・ス

ミス1二31)

そこで私は皆 さんにお尋ね したい。私たち

は期待 されている通 りの発展 を遂 げているだ

ろうか。現在，主のみたまは福音の宣教の道

を備えるために全世界の国々を覆っていると，

私たちは感 じている。

最近の政治上の出来事の中には，真理 を広

めることと関係のあることが幾つかある。

あたかも，主が人々や国々に関す る事柄を

動か し，選民がイエス ・キリス トの福音 を受

け入れ られるように国々の指導者の許可 を取

り付け，全世 界に 「証をなさんため」 にこの

福音を宣べ伝 える準備 を急がせてお られ るか

のようである。福音の真理 を告げる技術のほ
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そは，見よ畑は早白くして刈り入れを待つ

が故なり。また見よ，勢力をつくして鎌を入

るる者は，亡びずしてその身も霊も救いを得

るために庫に積み入るるなリ(教 義と聖約4

：4)

とん どが順調な進歩を遂げているというのに，

それ を利用す る私 たちの進歩は多少緩慢 であ

る。交通機関の発達に伴って世界が狭 くなっ

た とはいえ，世 界の人口を考え，中国やソ連，

イン ド，アフ リカ大陸，アラブ諸国の人々な

ど，おびただしい数 の御父の子供たちの現状

を見 ると，世界はや は り広 い。

世界各国か らこの国を訪れる人々，特に学

生 たちに愛の手を差 し伸べ ようではないか。

そ して，彼 らが福音に関心 を持つかどうかに

関係な く，私たち末 日聖徒がだれよ りもまず

彼らを兄弟姉妹 として真の友情によって暖か

く見守ってゆこうではないか。天父の子供た

ちの中にはだれひとりとして他人 と呼ばれ る

者はいないのである。そ して， これはその天

父のみ業である。福音の光に照 らしてみれば，

彼 らは，「もはや異国人で も宿 り人でも」ない

のである(エ ペ ソ2：19)。

私 は，すでに気持 ちの上で半ば改宗 してい

る人々が，私たちの訪れを待つのに疲れてい



現在この地上で，福音が宣べ伝えられてい

ない国々には約30億 の人々がいる。私たちが

これらの国々て新たな一歩を踏み出すならば，

福音は主の再臨の前に全世界に宣べ伝え……

られるようになるであろう。

るのではないか と感 じることが時折 ある。ま

た，私たちが行動 を起 こすのにあ まりに も長

く待ち過 ぎ，教会 を建て，天父の子供たちを

養 う絶好の機会を逸 しているのではないか と

心配になることがある。私 たちは細心の注意

を払いなが ら，なお前進 をす ることが できる。

どんなことも討議ばか り重ねるよ りは，一歩

前進 した方が よい。建物の建築 も机上であれ

これ と検討す るよりは，実際に仕事 を進めた

方がはるかに事ははか どる。

伝道活動が現在，急激な伸 びを示 している

ことを，私 たちは心か ら喜んでいる。各地に

新 しい伝道部が開設され，古い伝道部は分割

されている。 もし今19歳 から26歳 までの資格

ある若人の50パ ーセン トが伝道に出るならば

(こ れは現在の状況から見て， きわめて現実

的で妥当な数字である)，伝道の力は倍加す る

であろう。そして，近い将来その力はさらに

倍加 されるもの と私たちは期待 している。教

会 と会員たちはすでに，「それゆえに，あなた

がたは行 って」 という戒めに忠実に聞き従い

始めている。そこで今朝は， この聖句の後半

に記されている， どこに行 くべ きか とい うこ

とを強調 しておきたい。その答えは，「すべて

の国民を教 えよ」 という私たちに課せ られた

責務 にある。

主がオ リブ山の頂に立 って， 「あなたが た

は……エルサ レム，ユ ダヤ とサマ リヤの全土，

さらに地のはてまで，わたしの証人 となるで

あろう」(使 徒1：8)と 言 われたことは，何

を意味 しているのであろうか。これは主が天

の家に帰る前に語られた最後の言葉 である。

もう一度皆さんにお尋ねしたい。「地のはて

まで」 とはどうい う意味であろうか。イエス

はすでに，使徒たちが知 っている地域に福音

を宣べ伝えておられた。それではこの言葉は，

ユ ダヤの人々を指すのであろ うか。それ とも

サマ リヤの人々のことであろうか。あるいは

極東や中近東に住む数百万の民のことであろう

か。「地のはて」とは どこなのだろうか。現在

アメ リカ と呼ばれている地に住む数百万の民

のことであろ うか。それ ともギ リシャ， イタ

リアなど地中海沿岸の国々，あるいは中央 ヨ

ーロッパに住む数十，数百万の民のことだろ

うか。主は何を考えておられたのであろうか。

それとも，イエスは全世 界の民 すなわち

その後幾世紀にもわたってこの世 に来るよう

に定められた霊たちをも含んで考えておられ

たのだろうか。私たちはイエスのこの言葉 と

この言葉の意義を軽ん じてはいなか っただろ

うか。私 たちは，福音 を必要 としている全世

界の40億 にものぼる人々の中から，年間に20

万 人の改宗者を得たか らといって，それで満

足 してよいものだろっか。

私たちは癒 しの力と力強いプ ログラムを備

えた福音 を数限 りない人々に伝えることがで

きる。それも福音 を紹介す るだけでな く，自

分 たちが どのような生活をしてお り，また彼

らが どのような生活を送 って生活を改善でき

るかを地域社会で示す のである。

私 たちは まだ， ほんの第一歩を踏み出した
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に過ぎない。私たちは， まだ私たちの国々で

最も信仰篤い人々の 幾 らかが，通常の伝道活

動ではない何 らかの方法で この福音 を受け入

れた段階であると思っている。

地区代表の皆 さんにとって重要なことは，

指導者や教会貝に，必ず しもすべてがそ うだ

というわけではないが，主のみ業の大半は教

会の組織や部門を通 じて行なわれ るとい うこ

とを理解 させ ることである。

このことは，世界がどんなに広 く， どれほ

ど多くの人々が私たちの訪れ を待 っているか

考える時に，いつ も私の脳裏に浮かぶことで

ある。例 えば，私 たちはあ らゆる機会をとら

えて，適切 な教会の メッセー ジをテレビやラ

ジオの電波にのせ るように しているだろうか。

アフ リカの国々はどうであろうか。彼 らは

これまで長い間待 ち続けて きた。アフ リカ大

陸には，世界総人ロの10分 の1以 上の人々が

住んでいる。これは南アメリカ全体の約2倍

である。彼 らは，「すべての国民」の中に数え

られていないのだろうか。「地のはてまで」の

中に含 まれていないのだろうか。

幸いに も現在，ブ リガム ・ヤ ング大学やそ

の他の教育機関で何名かの黒人学生が教育 を

受け，末 日聖徒の生活様式 を学び，教会政体

について もある程度理解 していただいている。

先 日，私はガーナの一生徒か ら心温 まる手

紙をいただいた。その中でこの生徒は，「末 日

聖徒 イエス・キ リス ト教会の会員であること」

をとても誇 りに思 っていると述べていた。実

は，彼は まだバプテスマを受けていなかった

が，それでも彼は 自分が末 日聖徒だ と思って

いたようである。そして，間 もな くバ プテス

マ と確認 を受け，適切な時にアロン神権 を授

けられて真の末 日聖徒になることの喜び を語

っていた。さらに，「恐れず来れ聖徒」や 「来

ませ王の王」のよ うな讃美歌や シオンの歌を

歌う時，いつ も感動を覚えると述べていた。

つまり皆さんに申し上げたいのは， 多 くの

国々で，私たちだけが与えることのできるさ

らに明らかな光 と真理 に人々を備 えさせ る動
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多 くの国々で，私たちだけが与えることの

でさるさらに明らかな光と真理に人々を備え

さ廿る動さが目に見えて活発になっている。

きが目に見えて活発になっている といっこと

である。主は主のみたまによって，やがて福

音が簡潔な言葉で語 られ る時のために人々を

備えてお られる。 したが って私たちは準備を

しなければな らない。

主は， 「見よ，わたしは世の終 りまで，いつ

もあなたがた と共にいるのである」(マ タイ28

：20)と 言われた。1830年 ， 主はパーレー ・

P・ プラットとそのほか数名の入々を，重要

な使命 を託 して送 り出すにあたって，次のよ

うに述べ られた。「さらば，われ自らも共に行

きて彼らの真中に在らん。われは父に彼らを

擁護すれば，何 ものも彼 らに打 ち勝つ ものな

か らん。」(教 義 と聖約32：3)

言 うまで もな く，問題が残されていないわ

けではない。いわゆる 「第三世 界」の国々 と

の問題がある。福音に関心 を持 って集まって

くる大勢の黒人たちはまだ読み書 きもできず，

訓練 も十分に施されていない。私たちは， こ

のような人々の子供たちに教育 を施 し，彼 ら



に進歩 と成長の原則を教 える必要がある。こ

の進歩と成長の原則を学ぶ ことによって，彼

らは霊的，知的面だけでなく，経済的，文化

的に も高められるはずである。

しかし， これは私たちが教会歴史の中でこ

れまでも何度 とな く行なって きたこ とである。

私 たちには，教会のす ぐれた教育制度があ り，

福祉活動の立派なプログラム もある。 また指

導者 を訓練 し，系図 を教え，伝道活動 を推 し

進め る手段 を提供する神権組織や，子供，青

少年，女性 たちのために補助組織のプログラ

ムを行なう機関 もある。私たちはで きるはず

である。なぜなら，主は，御父 との仲立ちをす

るので，何ものも私たちに打ち勝つものはない

と約束 しておられるか らである。これまでア

フ リカ諸 国で様々な時代に大勢の人々が学校

や仕事に，あるいは政治，経済社会に関与 し

て きた。アフ リカ大陸は広大 である。最 も大

切なのは道路であ り， また家庭は私たちのひ

と昔前 よりもひどい状態 である。貧困は各地

に広が り，ほ とん どの国では一人当た りの年

間所得がわずかに100ド ル を越 える程度 であ

る。そのような人々に，私たちは もう少 し待

って下 さい と言えるだろっか。そのよっなこ

とはできない。ガーナがこの有様だ とすれば，

ナイジェ リア， リビア，エチオピア，象牙海

岸，その他のアフ リカ諸国は どうだろうか。

これ らの国々も， 日本やベ ネズエ ラ，ニュー

ジー ラン ド，デンマークと同 じように，私 た

ちにとってなじみのある国 とならなければな

らない。

それでは世 界で3番 目に大 きな国， 中国は

どうであろうか。中国には世界総 人口の÷，

ほぼ10億 の御父の子供たちが住んでいる。そ

の うち，6億6千 万人が北京官語を話 してい

る。 しかし，私 たちの うちでこの北京官語 を

自由に使いこなせ る人が何人いるだろうか。

私たちは時間の許 されている間に， これ らの

民に福音を教える備 えをしなければならない。

もちろん，政治上の問題 も含めて，世界各地

にはまだまだ 多くの障壁が残されている。

イン ドはどうであろうか。約7億5千 万人

の総人口の うち，2億1，300万 人が ヒンズー語

だけ しか話す ことができない とい う。私たち

の中に ヒンズー語 を話せ る人が何人いるだろ

うか。私 たちは，主が 「わが福音を携えてイ

ン ドの地に行け」 と命 じられる時，彼 らを教

える備えができているだろ うか。

1億4千 万の民がいるイン ドネシアはどう

だろ うか。7千 万人のパキスタン，8千 万人

のバ ングラデ シュは ど うだろうか。合 わせ

て5，100万 の 人々が住む イスラエルや ヨルダ

ン， イラン，イラクは どうであろうか。彼 ら

は皆，真理 を求めている。 しか も，その真理

を知 っているのは私たちだけであり，彼らは

それ をどこで捜 したらよいかす らわか らない

のである。

ビルマ， ラオス，ベ トナム，カンボジア，

マ レーシア， シンガポール， タイには約1億

4，700万 人の人々が住んでいる。彼 らもジョ

セブ ・ス ミスの名前を尋ね求め る日が間 もな

く来 るであろう。私たちはこれ らの国々で，

ある程度の成功を収めている。 しか し， これ

らの地域における働きも戦争のためになかな

か思 うにまかせ ない。

サ ウジアラビアは どうだろうか。お金があ

っても， 人には福音が必要 である。今の彼 ら

には，お金 よりも福音の方が必要のように思

われる。4，100万 人 の イスラム教徒がいる ト

ル コはどうであろうか。私たちは，全世 界5

億 のイスラム教徒 に福音 を宣べ伝える適切な

準備をしているだろうか。 どなたかアラビア

語 を母国語 とす る1億3千 万人の人々に福音

を宣べ伝えるために，アラビア語 を勉強 して

いるだう りか。

現在この地上で，福音が宣べ伝 えられてい

ない国々には約30億 の人々がいる。私たちが

これ らの国々で新たな一歩を踏み出すならば，

た とえそれが小さな一歩でも，やがてあらゆ

る血族， あらゆる国語の民の中の改宗者 たち

が母国の民のために光 となって前進 を始め，

福音は主の再臨の前に全世 界に宣べ伝えられ
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アプリ力大陸には，世界総人口の10分 の1

以上の入々が住ん一ぐいる。これは南アメリ力

全体の約2倍 である。彼らは，「すべての国民」

の中に数えられていないのだろうか。「地のは

てまで」の中に含まれていないのだろうか。

るようになるであろ う。

私たちが祈 り，そ して備えるならば，主は

私たち と共にいて下 さる。主は私たちの前 を

歩まれ，右に， また左にいて下 さる。そ して

主のみたまは私 たちの心の中にあ り，天使た
いだ

ちは私たちを囲んで懐 き支 えて くれることだ

ろう(教 義 と聖約84：88参 照)。

教会歴史を読んでみ ると，初期の教会の兄

弟たちが非常な勇気 をもって世界へ 出て行 っ

たことが よくわかる。彼らは， 自分で道を見

いだし，迫害 と難難の中を前進 し，福音の門

戸を開いた。その結果，扉のちょうつがいが
ゆる

弛み， 門の中に入ることが許されたのである。

恐れを知 らないこれらの宣教師たちの働 きに

よって，教会が まだ完全に組織 される前に，

聖徒たちの住む地方の周囲のインディアンの

土地に福音が宣べ伝 えられたのである。1837

年 にはすでに十二使徒が英国を訪れた。そし

て，1844年 に タヒチ，1851年 に オー ス トラ

リア，1853年 にアイスラン ド，そのほか この

8

1850年 代 にイタリア， スイス， ドイツ， トン

ガ， トルコ， メキシコ，チェコスロバキア，

中国，サモア，ニュー ジー ラン ド，南アメ リ

カ， フランス，ハ ワイで福音が宣べ伝え られ

るようになった。これらの国々での伝道の驚

くべ き進展 と共に，そのす ぐ隣の国々で福音

が少しも宣べ伝えられていないことを目にす

る時，一体 どうしたものか と首をか しげるこ

とがある。この ような初期の伝道活動はほと

ん ど，指導者が平原を横切 り，芝 を植え，家

庭 を築 きながら行 なって きた。まさに信仰，

それも超人的な信仰であった。主は十二使徒

たちに こう言われた。「時至 らば，神のみ使い

以外にだれ もあなた方 を救 い得 ることができ

な くなる時が来るであろう。……皆 さんには，

ほかの人にはできない，なすべき仕事がある。」

(H♂s'oη σ'漉6C伽%碗 「教会歴史」2：198)

サ ラが 自分に子供が生 まれると言われたの

を聞いて笑った時，主はこう言われた。「主に

とって不可能 なこ とがありましょうか。」(創

世18：14)サ ラがこの言葉 を天幕の入口で聞

いた時，アブラハムは百歳にな り，サラ 自身

は90歳 ，すでに子供を産む年齢を過 ぎている

ことを知 っていた。この年 では，子供 をもう

けることは もっできない。サラにはそれがわ

かっていた。私たちが 多くの国々の福音の門

戸を開 くことができないと考えているように。

ところが，兄弟の皆 さん，サ ラはアブラハ

ムの息子 を産んだ。そして，アブラハムは多

くの国民の父となったのである。

また主はエレミヤにこう言われた。「見よ，

わたしは主である，すべて命ある者の神 であ

る。わたしにで きない事があろうか。」(エ レ

ミヤ32：27)：

主 が命 じられたことは，必ず成 し遂げるこ

とがで きる。私たちは，イスラエルの人々が

渡ることができない と思っていた紅海 を渡 っ

たことを覚えていると思 う。 クロス王が川の

流れ を変 え，難攻不落のバ ビロンの町 を陥落

させたことも知 っている。 また， リーハイが

渡海の難 しい大海 を越 えて約束の地にたどり



着いたこともよ く知 っている。私 は，主が行

な うと決め られたことは何でも必ずで きると

信 じている。

しか し，私たちが入ってい く準備 もしてい

ないのに，主が門戸を開けて下 さるとは思 え

ない。

私たちは十分に考え，十分に祈 り，そ して

十分な働 きを行な っているだろ うか。

ここで再び，私が他のセ ミナーで述べたレ

ーマン人に対する主のみ業について触れてお

きたい。 この偉大 な民は確かに，私たちの忠

実で，熱心な働 きを求めている。私たちはあ

らゆ る機会を とらえてこの福音のメッセージ

を伝える義務がある。 もしそれができなけれ

ば，それは私 たちの責任である。

最近の報告に よれば，ある一地域だけで6

名 のレーマ ン人の兄弟が，セ ミナ リーの専任

職員 として働 いている。他の地域における教

育活動 も推 して知 るべ しである。数年前まで

は，全世 界を見渡 して も6名 といなかった。

しか し現在は，一地域だけで6名 の職員がい

る。これこそ， この福音の メッセージは再び

その民に伝 えられ，望む らくは，偉大なレー

マ ン人の伝統を受け継 ぐ人々を通 して宣べ伝

えられるという，大いなる予言と約束の成就

の始ま りである。この大いなるみ業は，あた

か も人手によらずに山か ら切 り出されたひ と

つの石の ように， この民の間 を転が り進むで

あろう。そ してレーマ ン人の世 界に， 回復 さ

れた福音の祝福が満ちるであろ う。伝道管理

部 では，伝道の召しを受けるレーマン人の若

人が ます ます増えていると伝えている。 レー

マン人の地域に， さらに多くのステーキ部や

ワー ド部が組織 されている。 このことを聞い

て，私たちは非常に喜んでいる。私たちは彼

らに福音 を宣べ伝 える責任がある。彼 らは，

私たちの兄弟，姉妹である。私たちにはまだ

まだなすべ きことが 多い。この中央ア メリカ

や南ア メリカにおけ るレーマ ン人のみ業 もま

だまだその大部分を私たちの働 きに負ってい

る。

私たちはあらゆる機会をとらえてこの

福音のメッセージを伝える義務がある。

も しそれができなければ，それは私たち

の責任てある。

ユダヤ人の兄弟姉妹たちに対する私たちの

業は始 まったばか りである。皆 さん も御存じ

の通 り，彼 らとア ラブ人の兄弟姉妹たちの間

には大きな政治的障壁がある。現在は，困難

な時か もしれない。全世 界の 目は今，彼 らに

注がれ，平和 を待 ち望み，祈っている。恒久

平和があるとすれば， それはただひ とつ，イ

エス ・キ リス トの福音によってもたらされる

平和である。その平和 を，私たちはユダヤ人

や アラブ人に， またレーマン人や異邦人に携

えていかなければならない。あらゆる地方の，

あ らゆる人々に知 らせ なければならない。兄

弟姉妹の皆 さん，私たちのなすべ きことはま

だ まだ 多く残されている。

そこで皆 さんに， この主のみ業 を知恵を用

いて常に前進させ なければならないこと，そ

して立 ち止まることは許 されないことを理解

していただきたいと思 う。

願わ くは，この偉大な末 日の業に携わる私

たち全員に主の祝福があるように。そ して，

責任 を与えられているすべての兄弟姉妹が手

を差 し伸べ，全力を尽 くして働 くように，心

からへ りくだ りイエス ・キ リス トのみ名によ

って祈っている。アー メン。

(1978年9月29日 ，'地 区 代 表 セ ミナ ー に お け

る 説 教 よ り)
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救 い主 はこの時満 ちたる神権時代 を

どの ように見てお られるか一

教義と聖約からの引用

福 音が回復されて隅 な噸 に福音を受け
入れた人々 も，農夫，主婦，教師，皮 な

めし工，か じ屋 といった，私たちと何 ら変わ

らない 「普通の」 人々であった。

教義 と聖約が私たちに教えているこ とのひ

とつに，そのような人々に救 い主が どのよう

に働きかけられたか ということがある。教義

と聖約には万物が回復 され，すべてのものが

ひとつに集められる時満ちたる時代について，

救い主が彼 らに，いかに忍耐強 く教えられた

10

か が刻明に記されている。

主のみ言葉 をいろいろな角度から研究 し，

その後で，み言葉その ものに触れ，初期の教

会貝たちに(私 たちにも当ては まる)こ の神

権時代の重要性 を教 えるために主御 自身が与

えて下 さった啓示 を読むと，私たちは一層豊

か な知識 と洞察力 を養 うことができる。以下

の聖句は，私たちの時代 と行 く末について救：

い主御 自身が授けて下さったみ言葉で ある。



この神権時代の 目的

「主なるわれ
，この世 に住める人々に襲 い

来 るべ き禍 を知れば，わが僕ジ ョセブ ・ス ミ

ス(二 代 目)を 呼び天 より語 りて彼に誠命を

下せ り。

…… こは予言者たちの記せ し事の成就せん

がためな り。

すなわち世 の弱 き者たち出で来 り，人その
はか

同胞を議 りまた肉の権力に依 り頼 まざらん様

力あ りて強き者たちを打ち破 らん。

され どこは，あ らゆる人々主な る神すなわ

ち世の救い主の名によりて語 らんため，信仰

もまた世 に高ま り，わが永遠の誓約 は確立せ

られ，完全なる福音，弱き者たち単純なる者

たちに よりて世界のいや はてまで も宣べ られ，

王 と統治者 との前に宣べ られんがためな り。」

(教義 と聖約1：17-23)

「全 くして欠 くることなき完全なる合一 と

また神権の時代 と，鍵 と，権能 と，光栄 との

固き結合出来て，これがアダムの時代 より現

在に至 るまでことごとく明らかにさるること，

今や まさに先触れを始めんとす る時満ちたる

神権の時代の先駆をなすに必要なればな り。

なお，それのみな らず また世 の始め よりいま
かつ

だ嘗て啓示せ られずして，賢 く慎みあ る人々

にも明かされ ざりしことも， この時満ちたる

神権の時代には小児に も乳のみ児にも明 らか

にせ らるべ し。」(教 義 と聖約128：18)

「今 の代は誠にわが教会の荒野よ り立ち
.ヒ

りて出で来 るはじま りに して，すなわちそは

月の如 くさやかに， 日の如 くうららかに，旗

を立てたる軍勢の如 くおそろし。」(教 義 と聖

約5：14)

「そは
，われ全能者は世の 人々の邪悪 を懲

さんとて諸々の国民の上にわが手を置 きたれ

ばな り。

また，疫病 出で来 りてわが業の完 うせ らる

るまでこの世 よ り止むことなか らん。而 して，

わが業は正義に適いて短 くせ られん。

すなわち，ついにい と小さき者 よりい と大

いなる者に至るまでことごとく，その中に留

まれるわれを知 りて主に就ける知識に充たさ

れ， 目と目と相見人々声 を挙げ共に声 を合せ

て この新 しき歌 を唱わん。」(教 義 と聖約84：

96-98)

主 は教会員を勇気づけ，強めてお られる

おさなこ
「見 よ
，汝 らは幼児なり。今はすべてのこ

とに堪ゆる能わず。 されば，汝 らは恩恵 と真

理の智恵に於 て生長せ ざるべか らず。

怖 るるなかれ，幼 児らよ。そは，汝 らはわ

が ものな り。われは世 に打ち勝ちた り。汝 ら

は御父がわれに与えたまい しものに属すれば

な り。

御父がわれに与えたまい しものは一つも失

わるるこ とな し。

而して汝 らわが声 を聞 き，われ を見， われ

在るを知 るの 日来らん。

この故に，汝 ら警めて備 えを為せ。」(教 義

と聖約50：40-42，45-46)

「この故に
，か くの如 く主汝 らに言 う。汝

らはすなわち代々父の血統によりて神権 を有

つ者たちなり。

何 となれば，汝 らは肉に由りて正 当なる世

つ ぎに して，神の中にキ リス トと共にこの世

より隠されたればなり。

すなわち， この故に汝の生命 と神権 とは依

然残 されたり。而 して世の始めよりこの方す

べての聖 なる予言者の口によりて語られたる

すべての事の回復する時 まで，汝 と汝の血統

とによりて これは必ず依然残 らざるべからず。
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されば もし汝 ら絶 えずわが善 を行い， 異邦

人の光 となり， この神権に よりてわが民イス

ラエルを救 う者 となれば汝 ら幸福 な り。」(教

義 と聖約86：8-11)

「汝 らはイスラエルの子 らにしてまたアブ

ラハムのす えの子 らなれば，必ず権能によ り

また救いの手によりて束縛 を脱 るべ きものな

ればな り。……

故に汝 ら気落するなかれ。……

われ汝 らに言 う 『わが天使 らを汝らに先立

ちて上 り行か しめ， われ もまた行 く。 されば，
つ い

終 に 汝 ら か の 善 き 地 を 占め ん 』 と 。」(教 義 と

聖 約103：17，19-20)
い ま しめ

「この誠命 を受けたる者たちもこの教会の

も とい

基礎 を置 き，人に知 られぬ所よ りまた暗 き所

より，全地の面に於け る唯一の真に して生命

あ(る)… … この教会 を明るみに出す能力を
う

与えらるるを得。」(教 義 と聖約1：30)

「われは無学に してさげすまるる世の弱き

者たちを召 し， わが 『みたま』の力によりて

諸々の国民を打たしむ。

また，貧 しき者柔和なる者たちはわが福音

を説き聞かせ られ，わが来 る時を待ち望 みて

あらん。わが来る時は近ければなり。」(教 義

と聖約35：13，15)

主 が 示 した もうたシオ ンの姿

「見よわれ汝 らに告 ぐ， シオンは繁栄 して

主の栄光 そこに留 らん。
はたじるし

而してシオンは民の旗標 とな り，民は天下

の万国より此所に集 り来るべ し。

而して万国の民 シオンの怖るべ きによりて

おののき，シオンの怖 るべ き者 たちに よりて

怖 るる時至らん。主この事 を語れ り。」(教 義

と聖約64：41-43)

「す なわちシオンはその美 と聖 とを増 し
，
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そ の境域は拡が りそのステーキ部は堅 うせ ら

れ ざるべか らず。われ誠に汝らに告 ぐ， シオ

ンは起ちてその美 しき衣 を着け ざるべか らず

と。」(教 義 と聖約82：14)

「お よそ日の栄 の王国の律法の諸原則によ

らずんば， シオンを建つ ること能わず。 これ

によ りて建てずば， シオンをわれに受け入る

ることかなわざるな り。」(教 義 と聖 約105：

5)

「主 の大いなる日来 る前に，ヤコブは荒野
そうひ

に栄 えレーマン人は薔薇の如 く華さ くべ し。

シオンは諸々の丘の上に栄 えて諸々の山の

上に悦び，彼 らはわが指 し示 したる所に寄 り

集 らん。

見よ， われ汝 らに告 く"，汝らわが命 じたる

如 く出で行け。すべての汝 らの罪を悔 い改め

よ。求めよ，さらば与えられ，叩け よ， さら

ば開か るることを得ん。

見よ，われ汝 らの前に立ちて行 き，汝 らの

後にあ りて守 らん。われまた汝 らの中に在れ

ば，汝 らあわてふため くことなかるべ し。

見よわれはイエス ・キ リス トな り。われ速

に来るな り。」(教 義 と聖約49：24-28)

「さて見 よ
， もしシオン(わ が戒めに従わ

ば)， シオンは栄 え，拡 り，大いに栄光 に充ち，

偉大 とな り，且つ恐 るべ きもの とならん。

而して，世 の諸々の国民はシオンを崇めて

言わん。誠にシオンは，われらの神の市な り。

誠にシオンはたおるることを得ず， またその
い ま

場所より移すことも得ず，そは神 そこに在 し

主の御手そこにあればなり。

また主， シオンの救いとな りシオンの高 き

や ぐらとなると，その威勢の力によりて誓を

な したまいたればな り， と。

故に，誠に主か くの如 く言う。シオンよ喜

べ。そはこれこそシオン，すなわち 『心の清

き者』なればなり。」(教 義 と聖約97：18-21)



1

現 在 の神 権 時代 につ い て の

ジ ョセ ブ ・ス ミス の 言葉

ム か らおよそ150年 前 ，主はジ ョセブ ・ス
フ
ミスを通 じてこう言われた。「神の王国の

鍵 はこの世 の人の手に委任され，福音 はここ

より転 じ行 きて世の果に までも達せ ん。あた

か も人手によらず山より切 り出されたる石の

転が り出でて，つ いに全世 界に充 ち満つ るが

如 し。」(教 義 と聖約65：2)

以 来，教会は 目覚 ましい発展を遂げている。

やがて神の王国は世 界に満 ちるようになるで

あろう。1979年3月31日 の総大会で，スペ ン

サー ・W・ キンボール大管長はその発展の模

様 を次の ように語っている。「前回……総大会

が開かれてか ら……主の王国は著 しい発展 と

成長を遂げた。……

兄弟姉妹の皆 さん，私は……全世 界のシオ

ンの進歩 と発展 を非常に うれ しく思 っている。

会員数は400万 を越え， 多くの人々が続々 と

教会に入っている。また神殿が建 設され，方

方の地に人々の礼拝す る集会所が建て られ，

……私たちが訪れる各地の教会の著しい発展

を目にす ることができた。私たちはそのこと

を非常に喜んでいる。」(『悪に対 して家庭 を堅

固に築 く』「聖徒 の道」1979年10月 号 ，pp.2-3)

確 か に1830年 に 人手によらず して山か ら切

り出された石は，転が り出て，今全地に広が

りつつある。 ジョセブ ・ス ミスは，神が 自分

を通 して回復 されたこの教会がただ単に存続

す るだけでな く，発展 し，繁栄することをよ

く知っていた。またジョセブ ・ス ミスは神の

王国や シオンの概念，この時満ちたる神権時代

が神の計画に とって重要 なこと， また教会が

その 目的 を成就すべ く神が導 いて下 さること

をよ く承知 していた。

ではここで，教会の設立150周 年 を迎える

に当た り， ジョセブ ・ス ミスが予見 したこの

教会の将来を見てみよう。
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「まだ少年 の頃
， イエスはすでにユダヤ人

の王国を統治す るに必要な知識 を具 えておら

れた。律法や神学の分野において並ぶ ところ

のない見識豊かな博士たちを説 き付け られ，

その知恵に比べれば，彼らの理論や知 恵も愚

かなものに見えた。 しか しイエスは まだ少年

であ り，自分の身を守ることもできないほ ど，

肉体的には未熟であった。寒さや空腹， そし

て死に左右 される体だったのである。末 日聖

徒 イエス ・キ リス ト教会についても同 じこと

が言える。私たちにはイエスの啓示が与 えら

れてお り，私たちの持 っている知識は， もし

も入がそれを受け入れるならば， この地上 に

義 しい政府を築 き，全人類にあまね く平和を

もたらすに十分である。 しか しかって救い主

が子供の時そうであったように，私たちも肉

体的な強さに欠け， 自分たちの教えを守るこ

とができない。私たちは苦難に遭い，迫害 さ

れ，打ちのめ されなければな らない。そ して，

ヤコブが年老いて， 自分自身の世話がで きる

ようになるまで，辛抱強 く耐え忍ぶ必要があ

る。」(7セα6痂ηgS(ゾ 漉6P70カ1Z訂 ノOSθ助5珈 魏

「予言者ジ ョセブ ・ス ミスの教え」p
.392)

ロ ッキー 山中に定 住す る聖 徒 たち

「私は予言 した
。聖徒たちは引き続 き多 く

の苦難に遭遇 し， ロッキー山脈に追われ るで

あろう。多くの者が背教 し， また迫害者たち

のために殺された り，野 ざらしの生活 と病気

のために命を落 とす人々もいるであろう， と。

それでも，あなた方は生 きて歩み，定住地を

造る手助けをし，都市を建設 し，聖徒 たちが

ロッキー山脈の真 っただ中にあって力強い民

となるのを目にす るであろう。」(同 上p.255)
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この 末 日にお ける主のみ業は，最も重

大なことのひとつであ り，それは入間の

理解を越えるものである。またその栄光

は筆舌に尽 くし難く，その崇高さは至上

のものである。それはまた，世の創造か

ら現在に至るまで代々，予言者や義人た

ちの胸を高鳴ら廿てさたテーマでもある。



「この業はロッキー山脈 を数多 くの末 日聖

徒 で満たし， それにイスラエルの長老の口を

通 して語 られるキ リス トの福音 を受け入れる

この山間に住む レーマン人が加わ り，彼らは

神の王国なる教会 と一体 となって多 くの善 き

ものを生み出す ことだろ う。」(Z漉60〃γsθsげ

備 ケ∂名ゴレμoo〃%ゲ 「ウイルフオー ド・ウツ ド

ラフ説教集」p.30へ の 引用)

恵 まれた民

「シオンを築 くということは
，あらゆる時

代の神の民が関心 を示 してきた大事 である。

予言者，祭司，王たちは特にこのテーマにつ

いて語 るのを喜び とした。彼 らは私たちの時

代 を楽 しみに待 ち望 んでいた。天か らの喜び

の訪れに胸 を躍らせ， この時代 を詩歌に歌 い，

文章に表わし， また予言 した。 しか し彼 らは

それ を見ることもな く世 を去った。私 たちは

神か ら末 日の栄光 をもた らす ように選ばれた

恵まれた民である。この末 日の栄光，すなわ

ち時満 ちたる神権時代 を目にし，それに加 わ

り，前進 させ るのは私 たちの任務である。そ

の時，神は天 と地にあるすべての ものを集め，

ひ とつ とされ るであろう。その時，予言者た

ちが語ったように，神の聖徒は もろもろの国，

部族，国民，国語の民の中か らひ とつ に集め

られ，ユ ダヤ 人は1箇 所に集め られ，邪悪な

者 も滅ぼ されるために集め られる。神 のみた

まは神の民の上に とどまり，他の国民から取

り上げ られる。こ うして天 と地にあるすべて

の ものが，まさにキ リス トにあってひ とつ と

なるのである。天上の神権者は地上の神権者

と一致協力 し，これ らの偉大な目的 を成就す

る。私たちが，神の王国を進展 させ るという

ひ とつの大事のもとに一致する時，天上の神

権者がそれを傍観 していることはない。神の

みたまは天か ら降 り注 ぎ，私たちの真っただ

中に留まる。至高者の もたらす祝福は私たち

の幕屋に注がれ，私たちの名は後世へ と引き

継がれる。そして私たちの子孫は立 ち上がっ

て，私たちを祝福 された者 と呼ぶであろう。

まだ生まれていない子孫たちは，私 たちがみ

業の基 を据える際に歩んだ道，耐えた苦難

たゆまぬ熱意，そして克服した数知れない厳

しい試練 につ いて，特別な喜びをもって語る

ことだろ う。そのみ業 とは，私 たちの子孫 も

やがて味わう栄光 と祝福 とをもたらしたみ業，

すなわち神 と天使が過去の長 きにわたり喜び

をもって見守ってこられたみ業，昔の族長や

予言者たちの心 を燃え立たせてきたみ業，そ

して暗闇の力を破壊 し，地球 を再新 し，神の

栄光 と人類の救いをもたらすみ業 であ る。」

(7セα6痂η8：s(ゾ漉6」Pzo帥切ノo∫の1zS珈 漉 「予

言者ジ ョセブ ・ス ミスの教え」pp.231-32)

あ らゆ る大陸，あ らゆ る聞 く耳 を持つ者 に

「私 たちの宣教師は様々な国々へ出で立ち
，

今や真理の旗が掲げられている。いかなる汚

れた者の手も， このみ業の発展 を止めるこ と

はできない。迫害は威 を振 るい，暴徒 は連合

し，軍隊が集合 し，中傷の風が吹き荒れ るか

もしれない。 しか し神の真理は大胆かつ気高

く，悠然 と出で立ち，あ らゆる大陸 を貫 き，

あらゆる地方に至 り，あ らゆる国々に広 まり，

あらゆる者の耳に達 し，神の 目的は成 し遂げ

られ るであろう。か くして，大 いなるエホバ

は，み業は成ったと告げ られることだろう。」

(H観oη(ゾ 腕θC舷 名碗 「教会歴史」4：540)
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重大か つ崇 高 なみ業

「この末 日における主のみ業は
，最 も重大

なことのひとつであり，それは人間の理解 を

越えるものである。 またその栄光は筆舌に尽

くし難 く，その崇高 さは至上の ものである。

それは また，世の創造か ら現在に至るまで代

代，予言者や義人たちの胸を高鳴 らせ てきた

テーマでもある。現在は確かに，時満ちたる

神権時代 であ り，天におけると地上における

とを問わず， キ・リス トなるイエスにあって，

すべての ものが主のもとへ集め られる時であ

る。そして，世の初め均・ら，聖 き予言者たち

が語ってきた万物更新 の時でもある。その時，

先祖に与えられた偉大な約束は成就 され，至

高者の偉大な，輝か しい，崇高な権能が示 さ

れるであろう。……

この末 日に達成すべ き業こそ非常に重要で

あ り，聖徒たちの精力 と技術，才能，能力の

すべてを尽 くして遂行 しなければならないも

のである。そ うする時に，このみ業は予言者

たちが描いていた栄光 と威厳 をもって転が り

出るのである。このような重大かつ崇高なみ

業を達成す るためには，聖徒たちの一致協 力

が是非 とも必要 であ る。」(H魏oη げ 漉6

α 猫碗 「教会歴史」4：185-86)

「それはこの末 日に
，神の威厳をもって頭

をもたげる天の王国，す なわち末 日聖徒の教

会のことではないだろうか。この末 日聖徒の

教会は，サタンによる嵐や暴風雨にさらされ

なが らも，大いなる海原にあって動かすこと

も刺 し貫 くこともできない岩のように，いつ

までも堅固に保 たれてきた。そして，船 をも

沈め る大暴風に運ばれ，無数 の泡 を伴って，
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意気揚々たる崖 に押 し寄せ る山の ような波に

も，教会は今なお恐れ ることな く敢 然と立 ち

向か っているのである。それで もこの反対の

波は，正義に敵対する者たちによって倍加 さ

れた怒 りと虚言の くま手をひっさげて突 き進

んでくるであろう。……私 たちはこの真理の

敵対者が これか らも邪悪の淵 をか きまわ し，

人々がよ り明確 に正義 と悪 とを見分けられる

ように と願っている。」(7セ8碗珈8：∫(ゾ魏6Pzぴ

ρ加厚os6助S珈 漉 「予言者 ジョセブ ・ス ミス

の教え」P.99)"

「祭 司 と王 の国」

「この 日
，……天の神 はいにしえの王国に

あった秩序をその僕 とその民に回復する。……

その 日，万物は一つ となって完全なる福音，

神権時代の中でも完き神権時代，時満 ちたる

時代の訪れを迎 える。 またその 日， これ まで

存在 し，古代の予言者や賢人が見 ることを望

みなが ら果 たせず して死んでいったその もの

を明 らかにし，御 自身の教会の中に打 ち建て

られる。その 日，創世の以前から隠 しおかれ

たこと，そしてエホバがこの地上に神の栄光，

すなわち日の光栄の栄光を回復 し，祭司 と王

の国をシオン山の神 と小羊に永遠に戻すべ く

備 えるために，時至らば僕 らに知 らせ ると約

束 されたことが明 らかになる。」(伍s'oη(ゾ

'勿 α 躍碗 「教会歴史」4：492-93)

☆ ☆



教会150年 史一 翁羅 難灘灘難灘灘灘麟翻灘懸灘麟懸灘

コ　 ゴ

猶

1805年

12月23日 ， ジ ョセ ブ ・ス ミ ス ・ジ ュ ニ ア ，

合 衆 国 バ ー モ ン ト州 シ ャ ロ ン に お い て ， ジ

ョセ ブ お よ び ル ー シー ・マ ッ ク ・ス ミス の

第4子 と して 生 ま れ る 。

1820年

ジ ョセ ブ ・ス ミス ， 最 初 の 示 現 を 見 る 。 御

父 と御 子 は ， どの 教 会 に 加 入 す べ きか と い

う ジ ョセ ブ の 問 い に 答 え られ る 。

1823年

9月21-22日 ， 復活 したモロナ イが5度 に

わた りジョセブ ・ス ミスを訪れ，古代の金

版の存在 を告げ，福音の回復 とモルモン経

の翻訳に関す るジョセブ ・ス ミスの役割に

ついて教えを授ける。

1827年

1月18日 ， ジ ョ セ ブ ・ ス ミ ス ， エ マ ・ヘ イ

ル とニ ュ ー ヨー ク州 サ ウ ス ・ベ イ ン ブ リ ッ

ジ で 結 婚 す る 。

9月22日 ， ジ ョセ ブ ・ス ミス， ク モ ラ の 丘

で モ ロ ナ イ か ら モ ル モ ン 経 の 金 版 を受 け 取

る 。 同 時 に ， 翻 訳 を助 け る も の と し て ウ リ

ム と ト ミム も授 け ら れ る 。

1829年

5月15日 ， ジ ョセ ブ ・ス ミス と オ リヴ ァ ・

カ ウ ド リ， バ プ テ ス マ の ヨハ ネ か らア ロ ン

神 権 を 授 か る 。 ふ た りは 指 示 され た 通 りに

互 い に バ プ テ ス マ を施 し合 う。

5月 あ る い は6月 ， ジ ョセ ブ ・ス ミス と オ

リヴ ァ ・カ ウ ド リ， ペ ン シ ルベ ニ ア 州 ハ ー

モ ニ ー とニ ュ ー ヨー ク州 コー ル ズ ビ ル の 間

の サ ス ケ ハ ナ 河 近 くで ， ペ テ ロ， ヤ コ ブ ，

ヨハ ネ か ら メ ル ケ ゼ デ ク神 権 を授 か る 。

6月 ， モ ル モ ン 鋒 の 翻 訳 が 完 了 し，3人 の

見 証 者 ， オ リヴ ァ ・カ ウ ド リ， デ ビ ッ ド ・

ホ イ ッ トマ ー ， マ ー テ ン ・ハ リス は 示 現 で
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金 版 を 見 る 。 次 い で ，8人 の 見 証 者 ， ク リ

ス チ ャ ン ・ホ イ ッ.トマ ー ， ジ ェ コブ ・ホ イ

ッ トマ ー ， ピー ター ・承 イ ッ トマ ー ・ジ ュ

ニ ア ， ジ ョ ン ・ホ イ ッ トマ ー ， ハ イ ラム ・

ペ ー ジ ， ジ ョセ ブ ・ス ミ ス ・シ ニ ア ， ハ イ

ラム ・ス ミス， サ ミ ュ エ ル ・H・ ス ミ ス の

証 が 続 く。

1830年

3月26日 ， モ ル モ ン 経 が 出 版 さ れ る 。

4月6日 ， ジ ョセ ブ ・ス ミ ス， ニ ュ ー ヨー

ク州 フ ェ イヤ ッ トの ピ ー タ ー ・ホ イ ッ トマ

ー ・シニ ア の 家 で 「キ リス トの 教 会 」 を組

織 す る。 こ の 時 ， 法 律 ・上 の 条 件 を 満 た す た

め に ， ジ ョセ ブ ・ス ミ ス ・ジ ュ ニ ア ， オ リ

ヴ ァ ・カ ウ ド リ， ハ イ ラ ム ・ス ミ ス， ピー

ター ・ホ イ ッ トマ ー ・ジ ュ ニ ア ， デ ビ ッ ド・

ホ イ ッ トマ ー ， サ ミュ エ ル ・H・ ス ミス の

6名 が 設 立 者 と な る 。

4月11日 ， オ リヴ ァ ・カ ウ ド リ， ホ イ ッ ト

マー家の集会で，新 しい教会におけ る最初

の公の説教 をす る。

1830年

6月 ， ジ ョセ ブ ・ス ミス ， 後 に 高 価 な る 真

珠 に 収 録 され た 「モ ー セ の示 現 ∫ を 明 らか

に さ れ る 。さ らに12月 に は ， 「モ ー セ の 書 」

が イ寸け 力口え ら れ る 。

6月9日 ， 教 会 の 第1回 大 会 が フ ェ イ ヤ ッ

トで 開 か れ る 。 教 会 員 は27名 。

6月30日 ， サ ミュ エ ル ・H・ ス ミス ， 教 会

と して 最 初 の 公 式 の 宣 教 師 と して ニ ュ ー ヨ

ー ク州 の 町 々 を訪 れ る 。

10月17日 頃 ，4名 の 宣 教 師 が ニ ュ ー ヨ ー ク

州 の カ タ ロ ガ ス ・イ ン デ ィァ ン， オ ハ イ ォ

州 の ワ イ ア ン ド ッ ト族 ， ミズ ー リ辺 境 の シ

ョー ニ ー 族 とデ ラ ウ ェ ア 族 へ の 伝 道 を 開 始

す る。 そ の 途 中， オ ハ イ オ で シ ドニ ー ・リ

グ ドン と そ の 会 衆 を教 え ， バ プ テ スマ を施

す 。

クモ ラ の丘(ジ ョー ジ ・ア ン ダー ソ ン撮 影)
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1831年

2月4日 ，エ ドワー ド ・パ ー ト リ ッ ジ， 「教

会 の 監 督 」(教 義 と聖 約41：9)と 称 さ れ る 。

8月2日 ， ミズ ー リ州 ジ ャ ク ソ ン 郡 カ ウ で

開 か れ た 式 典 の 中 で ， シ ドニ ー ・ リ グ ドン ，

シ オ ン の 地 を奉 献 す る 。 翌 日， ジ ョ セ ブ ・

ス ミス， 神 殿 用 地 を奉 献 す る 。

また1834年7月3日 には， ミズー リ州でも

同様の組織がつ くられる。

5月1日 一7日 ，シオンの陣営が ミズー リ

を追 われた聖徒たちを救援す るために，オ

ハイオ州カー トラン ドか らミズー リ州 クレ

ー郡へ向けて行軍を開始する
。

このシオンの陣営は6月30日 に解散される。

1832年

1月25日 ， ジ ョセ ブ ・ス ミ ス， オ ハ イ オ州

ア マ ー ス トに お け る 大 会 で ， 大 神 権 の 大 管

長 に 支 持 さ れ る 。 後 に シ ドニ ー ・ リグ ドン

と ジ ェ シー ・ガ ウ ス が 副 管 長 に 指 名 さ れ た 。

こ の 最 初 の 大 管 長 会 は ，3月8日 の 啓 示 に

よ り確 認 さ れ る 。 ガ ウ ス は1833年 の 初 め に ，

フ レデ リ ッ ク ・G・ ウ イ リア ム ス に 替 わ る 。

2月16日 ， ジ ョセ ブ ・ス ミ ス と シ ドニ ー ・

リ グ ドン，(聖 書 の 霊 感 訳 に 従 事 し て い る

時)様 々 な光 栄 に 関 す る 示 現 を受 け る 。(教

義 と聖 約 第76章)

6月1日 ， 末 日聖 徒 の 最 初 の 出 版 物 「ザ ・

イ ブ ニ ン グ ・ア ン ド ・モ ー ニ ン グ ・ス タ ー 」

が ミズ ー リ州 イ ン デ ペ ンデ ン ス で 刊 行 され

る 。 編 集 者 は ウ ィ リア ム ・W・ フ ェ ル プ ス 。

【833年

秋 ，伝道活動が カナダに広がる。

11月 ，暴徒の迫害や襲撃のために，聖徒 は

ミズー リ州 ジャクソン郡を離れる。

12月18日 ， ジョセブ ・ス ミス ・シニア，教

会初の大祝福師に聖任 される。

1834年

2月17日 ， オ ハ イ オ 州 カ ー トラ ン ドで ， ス

テ ー キ・部 長 会 と高 等 評 議 員 会 が 選 任 さ れ る 。

1835年

エ マ ・ス ミスの選んだ讃美歌 と聖歌の歌集

が発行 される。

2月14日 ， モルモン経の3人 の見証者たち，

シオンの陣営の兄弟 たちとオハイオ州 カー

トラン ドの兄弟たちを集めた集会 で，十二

使徒 を選ぶ。こうして十二使徒定員会が組

織 され る。

2月28日 ， 七十人第一定貝会 とその7名 の

会長が指名 され る。

7月3日 ，マイケル ・H・ チャン ドラー，

オハ イオ州 カー トラン ドでエジプ トの ミイ

ジ ョセ フ ・ス ミス 記念 碑
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鐙

ジ ョ セ ブ ・ス ミ ス ・ジ ュ ニ ア
モモアモや やモぢ

難

ある安息 日の午後のことである。聖餐会で(十 二使徒定員会 も加 わって)聖 餐 を配

った後， ジョセブ ・ス ミスはカー トラン ド神殿の教壇へ退 き，幕を下 ろした。それか

らその場にオ リヴァ ・カウ ドリと共にひざまず き，厳粛な沈黙の祈 りを捧げた。その

後ふたりが立ち上が ろうとした時，ふた りの前に荘厳な示現が開けた。
あし

「われらは，われらに面 して教壇の胸欄に立 ちたもう主 を見た り。而 して，主の脚
も と

下にはこは くの如 き色 したる純金の床あ りき。

その眼は燃ゆる炎の如 く，頭髪 白きこと清 き雪の如 く，その顔は日の輝 きに も勝 り

て光 り輝 き，その声は洪水の激す る音の如 し。誠にエホバの御声言いたもう。

われは始めな り終 りな り。われは生ける者な り殺されたる者な り。父 と汝らの間の

仲保者 なり。」(教 義 と聖約110：2-4)

これは，予言者 ジョセブ ・ス ミスが救い主の直接の訪れを受けた事実 を証明する，

自ら記 した証のひとつである。この ような訪れを通 して，世の人すべてに恵みが もた

らされた。すなわち， この神権時代にイエス ・キ リス トの教会が完全なかたちで回復

され，使徒ペテロが語 っていた万物の更新 が現実 となって起こったのである。

救い主についてのジ ョセブ ・ス ミスの証は，彼が死んで も葬 り去 られることはなか

った。この最後の神権時代の幕開けか ら今 日に至 るまで，大管長たちはそれぞれ， キ

リス トが生 きて まします ことを証 している。

ノ編ゐ解
ラとパピルスの巻 き物 を展示。ジョセブ ・

スミスがこの巻 き物 を解読 し， それを 「ア

ブラハムの書」 として世 に出す。後に， こ

の書は高価 なる真珠に収め られる。

8月17日 ， カー トラン ドにおける教会の総

大会で，啓示の抜粋 を 「教義 と聖約」 とし

て出版す ることが承認される。

1836年

3月27日 ， カー トラ ン ド神 殿 の 奉 献

4月3日 ， ジ ョセ ブ ・ス ミス と オ リヴ ァ ・

カ ウ ド リ， カー トラ ン ド神 殿 で ， 救 い 主 ，

モ ー セ ， エ ラ イ ヤ ス ， エ ラ イ ジ ャ の 訪 れ を

受 け る 。

6月29日 ， ミ ズー リ州 ク レ ー 郡 の 市 民 集 会
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で，聖徒 たちに退去要求が出され る。12月

までに聖徒の大半が ミズー リ州 コール ドウ

ェル郡に移住す る。

1837年

パ ー レ ー ・P・ プ ラ ッ ト， 教 会 初 の 伝 道 用

パ ン フ レ ッ ト 「警 告 の 声 」 を発 行 。

6月4日 ， ヒ ー バ ー ・C・ キ ン ボ ー ル とオ

ル ソ ン ・ハ イ ド， 英 国 諸 島 で伝 道 を 開 始 す

る よ う召 さ れ る。 そ の ほ か ジ ョ セ ブ ・フ ィ

ー ル デ ィン グや ウ イ ラー ド ・リチ ャー ズ た ち

も6月12，13日 に 英 国 伝 道 の た め に 出 発 す る。

1838年

7月4日 ， ミズー リ州 ファー ウェス トの神

殿予定地にすみ石が置かれる。

7月6日 ，カー トラン ド撤退の最 終グルー

プのひ とつ，「カー トラン ドの陣営」が七十

人最高評議員会の指示の下に脱出を始め る。

9月21日 ， ミズー リ州 キャロル郡デウイッ

トの聖徒たち，暴徒の襲撃を受ける。暴徒

の脅威が10月11日 まで続 く。 この間 リルバ

ー≧ ・W・ ボッグズ知事
，軍の支援 を求め

るモルモン教徒 の要請を拒否する。

10月26日 ， ボッグズ知事， ミズー リ州か ら

聖徒 を追放する撲滅令を発布。

10月30日 ， 「ハウンズ ・ミルの大虐殺」が勃

発，17名 の末 日聖徒が犠牲 となる。 これは

ボッグズ知事の撲滅令に呼応 した襲撃であ

った。

11月1日 ，軍法会議はジョセブ ・ス ミス と

その他の者に銃殺刑 を宣告す るが，A・W・

ドニファン准将， それを拒否する。囚人た

ちは ミズー リ州 リッチモン ドの牢獄に収容

され る。

E・B・ グ ラ ンデ ン の印刷 機 械

11月10日 ， 審 問 と2週 間 に 及 ぶ 公 判 が 始 ま

り， そ の 後 ， ジ ョセ ブ ・ス ミス た ち は リバ

テ ィ ー の 牢 獄 に 移 され る 。

1839年

1月26日 ， ブ リガム ・ヤングと十二使徒会，

ミズー リか らの聖徒の移動 を指揮す る委員

会 を結成する。

4月26日 ，十二使徒会 とその他の教会員は

ファーウェス トの大会で合流 し，その後，

(教 義 と聖約第118章 の)啓 示に従 って，

十二使徒会は英国諸島への伝道に出発 した。

5月10日 ， ジ ョセブ ・ス ミス， イリノイ州

コマース付近に居 を定める。そこの土地は

新 しい集合の地 としてすでに購入 されてい

た。その地をノー ヴー と名付ける。

10月6日 ， コマー ス(ノ ー ヴー)が それぞ

れに監督 を持つ3つ のワー ド部に分け られ

る。 この時以来㌧監督が管理するワー ド部

が教会の地域区分 となるρ

11月29日 ，マーティン ・パン ・ビューレン
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大統領はホワイ トハウスでジョセブ ・ス ミ

スと会見し， その席上， ミズー リ州での弾

圧に連邦政府は関与できない と答える。議

会にも請願書が提 出され，バ ン ・ビュー レ

ン大統領 と2度 目の会合が持 たれたが， い

ずれ も徒労に終わる。

1841年

1月19日 ， ノーヴー において，神殿および

宿舎建設の概要 を述べた啓示(教 義 と聖約

第124章)が 与えられ る。神殿の儀 式のひ

とつ として死者のためのバ プテスマが紹介

される。

1月24日 ，ハ イラム.・ス ミス，1840年9月

14日 に死去 した父の後を継いで教会の大祝

福師に聖任される。同時に破門 されたオ リ

ヴァ ・カウ ドリに替わって大管長補佐に聖

任される。

10月24日 ， オル ソン ・ハ イ ド，オ リブ山の

一角で
，パ レヌ、チナ をユダヤ人の集合の地

として奉献する。

1842年

3月17日 ， ジ ョセ ブ ・ス ミス ， 貧 し い 者 や

病 め る 者 の世 話 を す る 目的 で ノ ー ヴ ー 女 性

扶 助 協 会 を 組 織 。 エ マ ・ス ミス ， サ ラ ・M・

ク リー ブ ラ ン ド， エ リザ ベ ス ・ア ン ・ホ イ

ッ トニ ー が 会 長 会 と して 召 さ れ る 。

1843年

7月12日 ， 「結婚誓約の永遠性また同 じく多

妻に関す る啓示」(教 義 と聖約第132章)が

記録 され，1831年 以 来告げられてきた 「新

しく且つ永遠の誓約」の意味がさらに明 ら

かになる。予言者はこの教義 をす でに少数
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の者に告げてお り，多妻結婚は1841年 か ら

実施 されていた。

1844年

1月29日 ， ジョセブ ・ス ミス，ノーヴーの

政治集会で合衆国大統領候補に指名 され る。

6月12日 ，予言者，騒 じょう罪で逮捕 され

る。彼は 自ら裁判に立ち，殺害計画がある

ことを知 らされる。

6月22日 ， ジョセブ ・ス ミス とハイラム ・

ス ミス，西部の グレー トベーヌ、ン(大 盆地)

へ逃 れるために ミシシッピ川を渡る。フォ

ー ド知事が身の安全 を保証すると約束 した

ことと，人々の懇請 もあって，ふた りは再

びノー ヴーに引き返 し，政府の手に身 を委

ねる。

6月25日 ， ジョセブ ・ス ミスとハイラム ・

ス ミスらがイ リノイ州カーセー ジに投獄 さ

れる。

6月27日 ， ジ ョセブ ・ス ミスとハ イラム ・

ス ミス， カーセー ジの牢獄に襲来 した暴徒

によって殺害 される。ジョン ・テイラーは

負傷 し， ウイラー ド・リチャーズは無事に

逃 れる。

8月4日 ， シ ドニー ・リグ ドン， ノーヴー

の集会で教会の後見人の任命 を提唱する。

8月8日 ，教会の後見人を任命す る集会で，

シ ドニー ・リグ ドンは 自己の見解 を陳述す

る。ブ リガム ・ヤングはこの件 を午後の集

会に持 ち越すことを発表する。ブ リガム ・

ヤ ング，午後の集会で十二使徒会の指導権

を主張し， それが教会員の挙手によ り支持

される。



ブ リガ ム ・ヤ ン グ

「私は，イエス ・キリス トの福音がまことの ものであること， また主のみ業は，記

された ものであろ うと，語 られた ものであろうとすべ て真理であると証する。

ひ とつ質問させ ていただ きたい。 この地上 に住んでいる人々の中で， この福音が真

実であることを証明できるのはだれだろうか。 イエ ス ・キリス トの福音が真実であり，

イエス ・キ リス トが生 きて まします ことを語れ るのはだれだろうか。キ リヌ、ト教徒 と

称する人々はそれができるだろうか。いや，彼らにはできない。彼 らはイエスが生 き

てお られることを信 じ， その確信 もある と言 うか もしれない。聖書(お もに新約聖書

を指す)は 真実 であると断言す るか もしれない。そして聖書に記されていることは救

いの計画であり，それは真実である と述べ るか もしれない。そのことをはっきりと，

しか も厳粛に宣言するか もしれない。

しか し， あえて尋ねたい。イエ スが生きて まします ことを知 っていると断言できる

人はだれだろうか。イエス ・キ リス トの福音が真実であ り，それが 人を救いに導 く計

画であると言える人はだれだろ うか。 キリス ト教徒 と称す るすべての人は， この質問

に答えていただ きたい。 しか し，地上に生 を受 けた人々の中で，そっ言える人はだれ

もいないと私は確信 している。これがで きるのは，キ リス トが御 自身 を現わされた人

だけである。(1コ リン ト2：1-16;12：3参 照)

しか し，キ リス トが生 きてましますことを心底信 じていると言 う人はいるか もしれ

ない。では，主 イエ ス ・キリス トの教 えが真実の ものであると知 っているのはだれで

あろうか。それ を知 っている人たちがいる。この地上でそれを知 っているのは，恐 ら

く彼らだけであろう。それは， イエス ・キ リス トの戒めを守 り，みこころを行なって

いる人たちである。彼 らのほかに， そう言える者はいない。イエスが生 きてましまし，

その福音が確かなものであると雄々し く，力強 く宣言できるのは彼 らだけである。」

(ジ ョセブ ・ブ イールデ ィング ・マツコンキー，ノo躍ηα1(ゾDゴ∫60媚6∫D忽 θs'「説教

集要録」pp.52-53)

湧? 傑
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1845年

5月 一6月 ， ジョセブ・ス ミスとハ イラム ・

ス ミス殺害の罪を問われていた9人 の被告，

無罪の判決を受ける。

9月9日 ，教会指導者，聖徒たちの避 け所

としてグレー トソル トレー ク盆地への移住

を発表する。

1846年

5月1日 ， ノーウー神殿か献堂 される。

7月13日 ， 約2週 間前に合衆国軍隊か らブ

リガム ・ヤ ングに届 いた要請に応えて，モ

ルモン大隊の志願兵登録を開始する。

9月17日 ， 退去協定に反 して ノーウーに残

っていた聖徒たちも市から追放 される。

1847年

1月14日 ， ブ リ カ ム ・ヤ ン グ， 幌 馬 車 隊 の

編 成 を は じめ とす る 西 部 移 住 に 関 す る指 示

を 出 す 。(教 義 と聖 約 第136章)

7月22-24日 ， ブ リ ガ ム ・ヤ ン グ の 開 拓 団 ，

聖 徒 の 居 住 地 を選 ぶ た め グ レー トソ ル トレ

ー ク盆 地 に 到 着 し
，4月5日 に ウ イ ン ター

ク オ ー タ ー ズ を 出 発 した 長 旅 を 終 わ る 。

7月28日 ， ブ リカ ム ・ヤ ン グ， ソ ル トレ ー

ク神 殿 用 地 を選 ふ 。

12月5日 ， ブ リガ ム ・ヤ ン ク 大 管 長 ， ヒー

バ ー ・C・ キ ン ボ ー ル お よび ウ イ ラー ド ・

リチ ャー ズ両 副 管 長 か ら な る 大 管 長 会 か 組

織 さ れ る 。 全 員 ，1847年12月27日 に 支 持 さ

れ る 。

い ま しめ

「誠 命 の 書 」。キ リス トの教 会 を管理 す る原 則 を

記 した この書 は， 「教 義 と聖 約 」の先 か け と して

1833年 に初 め て印 刷 され た

「カ ー トラ ン ド安全 協 会 」 の 銀行 ・券。1837年 ，

オハ イ オ州 カ ー トラ ン ドて末 日聖 徒 に よ って 実

施 さ れた貨 幣 制 度
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ミシ シ ッ ピ川 か らノー ヴー市 を望 む(ジ ョー ジ ・ア ン ダー ソ ン撮 影)

i848年

5月 一6月 ， コオロギによる穀物の被害。

カモメが飛来 してコオロギを襲 い，大災害

を免れる。

1849年

ソル トレー ク ・シティー でリチ ャー ド・バ

レンタインの 日曜学校が始ま り，教会の日

曜学校のは しりとなる。

3月5日 ，デゼ レ ト暫定州が設立され， 自

治体の呼びかけが行なわれる。

10月 ，貧 しい人々が この地に集 まって くる

のを援助するために，総大会で 「永代移住

基金」が設けられる。この制度は1887年 ま

で続 く。

1850-54年

ス カ ン ジ ナ ビ ア ， フ ラ ン ス ， イ タ リア ， ス

イ ス ， ハ ワ イ， 南 太 平 洋 ， イ ン ド， マ ル タ，

ジ ブ ラ ル タ ル ， ドイ ツ ， 南 ア フ リ カ で伝 道

が 開 始 され るが ， ほ と ん ど数 年 後 に 中 止 さ

れ る 。 ロ レ ン ゾ ・ス ノー が イ タ リア で ， エ

ラ ス タ ス ・ス ノ ー が デ ン マ ー ク で ， ま た ジ

ョ ン ・テ イ ラ ー が フ ラ ン ス で 伝 道 を開 始 す

る 。

1851年

9月 ，3名 の連邦政府任命の役 人が，多妻

結婚 と，準州の政治に及ぼす教会の悪影響

に抗議 してユ タを退去する。

1852年

8月28-29日 ， ソ ル トレー ク ・シ テ ィー の

特 別 大 会 で ， 多妻 結 婚 の 教 義 が 初 め て 正 式

に 発 表 さ れ る 。

1853年

4月6日 ， ソ ル トレ ー ク神 殿 の す み 石 が 据
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ジ ョ ン ・テ イ ラ ー

「パウロはイエス ・キ リス トについて語 った時，私たちに，イエスはすべての造 ら

れたものに先立って生 まれた御方であると教えている。なぜ なら， イエスによって万

物が造られ，すべてが イエ スにつ くものだか らである。 目に見 えるものも見えない も

の も，位 も主権 も，支配 も権威も，みなイエスによって造 られた。これら一切 のもの

はイエスのみ手によって造 られ， イエ スのために造 られた。そうでないものはひ とつ

としてない。(コ ロサイ1：13-19;ヘ ブル1：1-3;ヨ ハ ネ1：1-3;教 義 と聖奪

約76：24参 照) .㍉

万 物がイエスによって，イエスのために造 られたのであれば，私 たちのいるこの世

界もイエスが御 自身のために創造されたというこ とになる。そ うであれば， イエス ・

キリス トこそ， この地球の正 当な所有者であ り，合法的な主権者，統治者である。……

イエスは，人間性 をどの ように とらえ， どこに価値 を置いた らよいかを御存 じであ

る。イエスはかつて今の私たちと同じ状態に置かれたため，欠点や弱点を克服する方

法を御存 じである。 また，人が この世 で直面 しなければな らない苦難や試練の深 さと

大きさを十分に理解 してお られ る。このような理解 と経験のあることか ら，イエスは

父として， また長兄 として人々に忍耐 を示すことがおできになるのである。

私たちは，永遠の世にあってイエスと同じ栄光，昇栄，力，祝福を得ることを目指

していると公言す るか らには， イエスが体験された と同じ苦難 を味わい， 困難に耐え，

闘い，克服す ることが必要である。そして，神 と天使 と人々の前に，高潔，真実，高

徳，純粋，謙遜 などの諸徳 を示す時に，イエス と同 じように永遠の世 におけ る永遠の

昇栄が約束されるのである。」(ノo躍 ηα1(ゾD蜘o撚6sαgθ ∫'「説教集要録」p.182)

〆 雛
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え ら れ る 。

i856年

6月9日 ，最初の手車隊がアイオワ州アイ

オワ ・シティー を出発する。同 じ年の暮，

2隊 の手車隊が いつもより早い寒波に見舞

われ，大惨事 を招 く。手車隊による移住は

1860年 ま で続 く。

1857年

3月30日 ，以前ユタを退去 したウィリアム・

W・ ドラモン ド準州判事は，合衆国法務長

官に書簡 を送 り， モルモンの指導者 をいろ

いろな罪状 で逮捕す るように訴えた。

5月13日 ， 十二使徒評議員会会員のパー レ

ー ・P・ プラッ ト長老
，アーカンソー州で

伝道中に殺害 され る。

5月28日 ， ジェームズ ・ブキャナ ン大統領

の命令によ り， カンサス州 フォー ト・レー

ベ ンワースに集結 していた連邦軍がユ タ準

州に進軍 して くる。ユ タの住民が合衆国に

反旗 を翻 した と考えたか らである。 これが，

いわゆる 「ユタ戦争」の始 まりである。

7月24日 ， ブ リガム ・ヤング，アルバー ト・

シ ドニー ・ジ ョンス トン将軍指揮下のアメ

リカ軍がユ タに近づいているとの報告 を受

ける。教会指導者は何ら違法行為 をしてい

ないとの立場 を堅持 し， この上家 を追 われ

るような軍の侵略は断固阻止することを決

定する。

9月15日 ， ブ リガム ・ヤングはユ タに戒厳

令 を敷 き， ソル トレー ク盆地へ の軍隊の入

来 を禁止 した。政府軍 を撹乱， 阻止す るた

めに武装民兵 を各地 に配備。外国伝道中の

長老たちを召還 し，遠隔地の聖徒 に教会本

部に近 い場所へ避難するよう指示 を与 える。

1858年

6月26日 ， ジョンス トン将軍の軍隊は，モ

ルモン教徒の引き延ばし作戦によ り冬季期

間中足止めにあった後， ソル トレーク盆地

へ入る。

1860年

9月24日 ， 最 後 の 手 車 隊 ， ソ ル トレ ー ク盆

地 に 到 着 す る 。

1862年

7月8日 ， 多妻結婚 を重婚 とみな し，犯罪

とする一連の連邦法案が初めて議会 を通過

す る。

1863年

3月10日 ， ブ リガム ・ヤ ング大管長，重婚

罪で逮捕 され， ジョン ・F・ キニー判事 に

より保釈金2千 ドル を科せ られる。 しかし

実際には公判は行 なわれなか った。

1867年

ソル トレー ク ・シテ ィー， テンプルスクェ

アの タバナ クルが完成。タバナクルにおけ

る第1回 大会が10月6日 に開催 される。

12月8日 ， ブ リガム ・ヤング，ユ タ戦争中

に解散 されていた扶助協会 を再びワー ド部

で開 くよう監督に要請する。

1869年

5月10日 ， 大 陸 横 断 鉄 道 ， ユ タ 準 州 プ ロ モ

ン ト リー ・サ ミ ッ トで 敷 設 完 了 。

11月28日 ， 「若 い 婦 人 の リ トレン チ メ ン ト協
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雲"糠 、 掌 ・

脳 鼠誌 .，

灘.

，醸

「イエヌ、・キ リス トはユダヤ 人の もとに来 られ， 永遠の福音 を与 えたもうた。ユダ

の部族に属する者のひとりとして， イエスは御 自分の先祖の家で，彼 らに生命 と救い

の計画 を教 えられた。それに もかかわらず，イエスほどユ ダヤ人か ら憎 しみを買った

人はいない。当時の大祭司，サ ドカイ人，宗教家たちは， この地上におけるイエスの

最大の敵であった。イエスが何か を行 なわれ るたびに，彼らはそれは悪魔か ら来るも

のだ と言った。例えば，イエスが悪霊 を追い出す と，悪霊の頭ベルゼブルによると言

い，盲 人の目を開 くと，『神 に栄光 を帰す るがよい。あの人が罪人であることは，わた

したちはわか っている』(ヨ ハネ9：24)と 言 った。 この憎 しみ はつ いに主 イェ ス ・

キ リス トを十字架に追いや り，死に至 らしめた。ユダヤの住民は， 自分 たちが メシヤ

を殺 しさえすれば，それでイエスのこの世 での使命 と働 きは終わる と考えた。何 と浅

はかな望みであろう。イエスは十字架 に掛けられ，その霊が肉体 を離れたその瞬間に，

肉体 を有 していた時 と同 じ力，権威，栄光 もろとも神の王国の鍵 を受けたのである。

そ してなきがらが墓に横たえられている問，ナザ レのイエスは獄に捕われている霊の

ところに行って宣べ伝 えられた。そしてそこでの使命が果たされる と， イエスの霊は

再 びその体に戻った。ユダヤ人は，イエスが教えられた原則 までも殺すことがで きた

だろうか。否，イエスは死の縄 目を断ち切 り，墓に打ち勝ち，栄光 に満ちた不死不滅

の体 と永遠の生命 を受け， 肉体を有 していた時 と変わらぬ権能 と鍵 をすべて携 えて出

て来 られたのである。数人の聖い婦人たちや使徒 たちにそのみ姿 を現わされた後，主

はアメリカ大陸のニーファイ人のもとを訪れ，導 きと恵みを施す業に従事 された。さ

らに，イスラエルの十支族 を訪れ，彼 らにも福音 を伝えられた。彼らが戻 ってきた時

に，ナザ レのイエスが不死不滅の体で彼 らに何 を宣べ伝えられたか，その記録が明ら

かにされるであろ う。十二使徒たちも同じような迫害を受 けている。使徒たちの中に

は，体を引 き裂かれた者 もいれば，打ち首にされた者，は りつけにされた者 もいる。

しか し，使徒 たちの教 えた原則までもユ ダヤ 人たちはこの世か ら抹殺で きただろうか。

神の王国の鍵 を打ち砕 くことができただろうか。できなかった。彼 らには，これ らの

ものを支配する力 もなければ，ましてや神の御座や神御自身を滅ほす力はないのである。」

(1%60%欝 θsq/曜 源)雇 砿oo"砿G・ ホーマー ・ダラム編 「ウイルフォー ド・ウ ッドラ　 獅 麟 孤
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会」(後 に 「青年女子相互 発達協 会」 と改

名)が ブ リガム ・ヤ ングに より組織 される。

1870年

1月13日 ， 議会で討議中の反モルモン教徒

の法案に反対す るソル トレー ク ・シティー

の婦 人大集会が開催 される。この ような集

会によって，反モルモ ン教徒 の主張 と裏腹

に， モルモン教徒の女性 はユタ準州の教会

管理機構 と対立 していないことが明 らかに

なった。

2月12日 ， ユタ準州，合衆国の州や準州の

中で最初に婦人参政権 を認める。

1871年

10月2日 ， ブ リガム ・ヤング大管長， 多妻

結婚の罪で逮捕される。1872年4月25日 ま

で様々な法的手続 きが とられ，その間何度

か大管長は 自宅監禁される。結局，この1

年 半に及ぶユ タでの司法手続 きを覆す最高

裁の判決が出て， この件は棄却 される。

1872年

教会の指導者たちに対する訴訟問題が あと

を断たない。

1874年

5月7日 ，この 日に始まった教会の総大会

で，「協同制度」について話され る。その結

果，広範囲にわたる協 同取引事業が発足す

る。

1875年

6月10日 ， 「青 年 男 子 相 互 発 達 協 会 」が ソル

ト レー ク ・シ テ ィー 第13ワ ー ド部 で 初 め て

・讐

・ミ;黛 、
「冠黛 灘

『醜

時 満 ち た る神 権 時代 に最初 に建 設 され たカ ー ト

ラ ン ド神 殿 。 苦難 の 中 にあ る聖 徒 の 多大 な犠牲

の下 に建 設 され た この 神 殿 は，1833年7月23日

に定礎 式 が行 なわ れ，1836年3月27日 に大 い な

る喜 び と霊 的 な現 わ れの 中 で， ジ ョセ ブ ・ス ミ

ス に よっ て献 堂 され た。1905年 撮 影

組 織 さ れ る 。

10月16日 ， ブ リ ガ ム ・ヤ ン グ ・ア カデ ミー

(後 の ブ リ ガ ム ・ヤ ン グ大 学)が ユ タ 準 州

プ ロ ボ に 創 立 さ れ る。

1877年

4月6日 ，セ ン トジョージで開かれた第47

回教会年次大会に関連 してセン トジョージ

神殿が献堂される。ユタ準州内に完成した最

初の神殿である。 この神権時代になって初

めて，死者の結び固めが行 なわれるように

なった。

4月 一8月 ，ヤング大管長，ステー キ部，

ワー ド部，定員会 を再組織 し，教会員のた

めに神権者の役務や規範 を明確化するよう

十二使徒会に指示する。
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バプテスマ を受けて2，3年 後のある 日のこと，勉強の最 中にふ と，私はこのみ業

が真実であることの知識 を得てお らず，「神のみこころを行なおうと思 う者であれば，

だれでも，わたしの語っているこの教えが……わか るであろ う」 とい う約束 を実現 し

ていないことに心の不安 を覚 えた。私は本 を傍 らに置いて家を出ると，陰気な力 とや

るせ ない思いに圧倒 されそうにな りながら野原 を歩いた。何 とも言い表わ し難い雲の

ような闇が私をとり巻いていた。私は一 日の終わ りに宿舎から少 し離れた森へ行 って，

ひとりで祈 るのが習慣であったが， この時はそうす る気にはなれなかった。祈 りの気

持 ちは去 り，天は私の頭の上に閉 じて しまったように思われた。 しば らくして私はい

つ もの祈 りの時間になっていることに気がついたが，夕べの祈 りをやめ ようと思 って

いた。ただ形式的にいつ もの場所に行って，いつ もの ようにひざまずいた。やは りい

つ ものような感動は覚えなかった。

私は祈ろうと努め， 口を開いた。 と，その時頭上 に絹の衣の さらさらというような

音 を聞いた。そして神のみ たまが私の上に降 り，私 は頭のてっぺんか らつま先まで全

身 くまな く神のみたまに満たされた。何たる喜び，何たる幸福であったことだろう。

いかなる言葉 をもってしても， この濃い雲の ような知的，霊的な暗闇か ら，光のよう

な知識への変遷 を言い表わし得 ないであろう。この時私は知識 を授け られたのである。

私はこの時，神が生きておられ， イエス ・キリス トが神の御子であること，聖なる神

権の回復，完全なる福音に関する完全な知識 を得た。それは全 く天の原則，天の力，

聖霊の中に沈め られるバプテスマであった。私はバプテスマの水に沈め られた時よ り

ももっ とはっきりと肉体 的に，体のあらゆる器官に力が及ぶのを感 じた。そして，歴

史的に私たちに伝わっている 『ベ ツレヘムの幼な子』が真に神の御子であるとい うこ

と， また主が使徒の時代 と同様，現在 も人の子 らに教 えを明 らかにし，知識を与えた

もうということに対す る疑 いや恐れは，永遠に私の中か ら拭 い去 られたのである。私

はまったき喜び を得た。 自分が望んだ以上のものを得 た。私はこのことを無限に言い

続け ることがで きると思 う。

私は，私が この至上の喜 び，聖 なる導 きの中にどの位の間留まっていたかはわか ら

ないが，私を満たし， とり巻いていた天の要素が次第に退いて行 くまで数分かかった。

私はひ ざまずいていた姿勢か ら身を起こした。私の胸は言い表わし得ぬ神への感謝で
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はちきれんばか りであった。私は主が，全能なる者のみが授け得 るものを私に授けた

もうたことを知 ったのである。それは世が与え得るいかなる富や名誉に も勝るもので

あった。その夜床についた時，私は再 び同 じ示現を見 その後幾晩か同 じことが続い

た。そのすばらしい栄光 に満 ちた示現は，その時か ら今 日に至るまで，私の心にあり

ありと残ってお り，思 うたびに全身 くまな く広がるみたまの力を感 じる。そ して私は

これか ら後 も体でそれを感 じ続けることができるに違 いないと思っている。」(プ レス

トン ・ニブレー，1%sガ46η 孟sげ'加 α 躍6ぬ 「歴代大管長」pp.139-40)

膨瞥雍

翻

ジ ョ セ ブ ・F・ ス ミ ス
七舗 舗;

七

「私は体 中にあふれんばか りの確信 を受けたことを証 申し上げる
。その確信は私の

心の底 まで しみわた り，体のすみずみ まで燃え立たせている。そこで， このように皆

様の前に立ち，世の人々に証できる機会を心か ら感謝 している。神は私に， イエスが

キ リス トであり，生ける神の御子であ り，世 の贈い主であることを示 して下 さった。

……私は今 自分が生きていることを実感できる と同 じように
， この ことが真実である

ことを証申し上げる。 これが地上における私の最後の言葉 となるのであれば，父なる

神のみ前に立って，私はこの証 を知識 として体得 していることに感謝することだろう。

……私はこれが神の王国であ り，神がその統治者であることを知 っている。神は御 自

分の民 を管理 しておられる。また， この教会の大管長たちを導いておられる。それは

予言者 ジョセブに始まり，世 の終わ りまで続 くであろう。」(フ ォレイス ・グリーン編，

乃s'珈oη ガθs(ゾ0%7」L6α46欝 「我らの指導者の証」p.47)

.無
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8月29日 ， ブ リガム ・ヤ ング大管長， ソル

トレー ク ・シティーの 自宅で死去。

9月4日 ， ジョン ・テイラーを会長 とする

十二使徒評議員会が正式に教会の長 たる地

位に就 く。

1878年

8月25日 ，ユ タ準州 ファー ミントンで，初め

て初等協会の集会が開かれ る。 この運動は

急速に広ま り，1880年6月19日 に は全教会

的組織が設けられる。

みなされ，違反者は公民権 を剥奪 され るこ

とになった。1884年 ， この法によって，迫

害はいよいよ激 しさを増す。

8月18日 ，エ ドマ ンズ法に則 り，ユタ調査

委貝会がユタ準州 を訪れる。大統領任命の

5委 員がユタ準州選挙 を管理するようにな

る。 さらに反 多妻結婚法の遵守と，違反者

の選挙資格剥奪 を命 じる。

1884年

5月17日 ， ローガン神殿が献堂 される。

1879-1906年

伝 道 部 が ， メ キ シ コ ， トル コ， ソ シ エ テ 諸

島 ， サ モ ア に 開 設 さ れ る 。

1879年

1月6日 ，合衆国最 高裁判所，1862年 の

「重婚禁止に関する法」によるジ ョージ ・

レイノルズの有罪判決を支持する。 この法

の合憲性が認め られ，1880年 代 はモルモン

教徒 に対する迫害が一層厳 しくなる。

1880年

4月6日 ， 教 会 の50周 年 に 当 た り， こ の 日

に 始 ま る 総 大 会 で 特 別 記 念 式 典 が 催 され る 。

10月10日 ， 大 管 長 会 が 組 織 さ れ ， 第3代 大

管 長 に ジ ョ ン ・テ イ ラ ー ， 副 管 長 に ジ ョー

ジ ・Q・ キ ャ ノ ン ， ジ ョ セ ブ ・F・ ス ミス

が 支 持 さ れ る 。

1882年

3月14日 ， 重婚 を禁 じるエ ドマ ンズ法案が

下院議会 を通過。数 日後，合衆国大統領の

承認 を得る。 多妻結婚は 「不法な同棲」 と

40

1885年

エ ドマンズ法によりユ タお よびアイダホで

の迫害が強まる。 多妻結婚 を行な う人々の

投獄が相次ぎ， メキシコ，カナダ等へ逃れ

る人々もあった。

2月1日 ， ジョン ・テイラー大管長，ソル

トレーク ・シティーにおける公開説教 を最

後に身を隠す。

1887年

2月17-18日 ， エ ドマンズ タッカー法案，

議会を通過する。大統領の署名 を待たずに

法 となる。

その厳 しい条項の中には，教会の法人組織

の解消，永代移住基金協会の解散および資

産没収，婦人参政権の撤回，事実上の教会

全財産の没収条件などが含まれていた。 し

か し，事務所や神殿ブロックの賃借は許さ

れた。

7月25日 ， ジ ョン ・テイラー大管長，ユタ

準州ケイズビルで死去。十二使徒会，1889

年 まで教会の指導権 を執る。

7月30日 ，エ ドマ ンズ タッカー法に基づ

(57ページに続く)
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いて教会に対する告訴が相次 ぎ，永代移住

基金協会は解散 し，その資産は国庫に没収

され る。

1888年

5月21日 ， マ ン タ イ 神 殿 が 献 堂 さ れ る 。

一 ド・ウ ッドラフ大管長によ り献堂される。

10月25日 ， 合衆国大統領 グローバー ・クリ

ーブラン ドは
，教会所有の財産返還の決定

を議会に提 出する。それか ら3年 後の1896

年3月28日 ， 不動産返還の覚書 きが議会 を

通過 し，大統領の承認 を得 る。

1889年

4月6日 ， 扶 助 協 会 第1回 中 央 大 会 が ジー

ナ ・D・H・ ヤ ン グ会 長 管 理 の 下 に ， ソ ル

トレ ー ク ・シ テ ィー の ア セ ン ブ リー ホ ー ル

で 開 催 さ れ る 。

4月7日 ， 大 管 長 会 が 組 織 され る 。 第4代

大 管 長 と して ウ イ ル フ ォー ド ・ウ ッ ドラ フ ，

副 管 長 と して ジ ョー ジ ・Q・ キ ャ ノ ン ， ジ

ョセ ブ ・F・ ス ミス が 支 持 さ れ る 。

1890年

9月24日 ， ウイルフォー ド・ウ ッ ドラフ大

管長，「公式の宣言」を発表する。前年 には

教会は新 たな多妻結婚をまった く認めなか

ったこと， また前年には多妻結婚 を唱道 し

なかったことを告げると共に，国の法律 に

従 い，法律 で禁 じられた結婚 は止めるよう

教会員に忠告する旨を宣言す る。

10月6日 ，この 「公式の宣言」は教会総大

会で全会一致で採択 され る。

1893年

1月4日 ，合衆国大統領ベ ンジャミン ・ハ

リソンは，1890年11月1日 以前 に多妻結婚

を行なっていた人々全貝に特赦 を与 えた。

ユ タ委員会は直ちに準州における選挙権回

復の決定 を下す。

4月6日 ， ソル トレー ク神殿，ウイルフォ

i894年

8月27日 ， グローバー ・クリーブラン ド大

統領は 「重婚禁止に関す る法」により公民

権 を剥奪された人々に対 して特赦 と市民権

の回復 を宣言す る。

1896年

1月4日 ， グローバー ・クリーブラン ド大

統領，ユタ準州 を合衆国の州に昇格す る宣

言書に署名する。

1898年

9月2日 ， ウ イ ル フ ォ ー ド ・ウ ッ ドラ フ大

管 長 ， カ リフ ォ ル ニ ア 州 サ ン フ ラ ン シ ス コ

で 死 去 す る 。91歳 。・

9月13日 ， ロ レ ン ゾ ・ス ノー ， 第5代 大 管

長 と な る。 ジ ョー ジ ・Q・ キ ャ ノ ン， ジ ョ

セ ブ ・F・ ス ミ ス が 副 管 長 に 選 ば れ る 。

1899年

5月8日 ，ロレンゾ ・スノー大管長，ユ タ

州 セントジョージで開かれた大会で，「すべ

ての末日聖徒が……主のみこころを行ない，

什分の一 を完全に納めるべ き時が来た」 と

宣言す る。

1901年

8月12日 ， ヒ ー バ ー ♂J・ グ ラ ン ト長 老 ，

57



翻

ヒ ー バ ー ・J・ グ ラ ン ト

騎

'

「私は神が生 きておられることを知 っている
。イエスはキ リス トであ り，ジョセブ・

スミスは神 の予言者である。福音 の樹木は生 きてす くす くと伸 び，よき実 をた くさん

つけている。私は手 を伸ば して福音の果実を手に した。そ して味わった ところ，非常

に甘 く，その甘さはこれ まで味わった どの果実 よりも勝っていた。この霊感は，この

福音の力を知っているすべての末 日聖徒に もた らされるものである。これが生命 と救

いの計画である。神は生 きておられ， イエスはキ・リス トである。イエスはこの偉大な

み業における隅のか しら石である。このみ業 を導いてお られるのはイエスであ り，イ

エスはこれか らもそ うされ るであろう。」(7セ∫'競o痂θsげ0躍Lθ α飽欝 「我 らの指導者

の証」p.50)

磁

日本 の 地 を奉 献 し， 伝 道 を 開 始 す る 。 そ の

後2年 間 に ， 十 二 使 徒 会 の フ ラ ン シ ス ・M・

ラ イマ ン長 老 は ア フ リカ ， パ レ スチ ナ ， ギ

リ シャ ， イ タ リア ， フ ラ ン ス ， ロ シ ア ， フ

ィ ン ラ ン ド， ポ ー ラ ン ドの 地 を奉 献 す る 。

10月10日 ， ロ レ ン ゾ ・ス ノー 大 管 長 ， ソ ル

トレー ク ・シテ ィー の ビ ー ハ イ ブ ハ ウ スで

死 去 。

10月17日 ， ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス ， 第6代

大 管 長 に 聖 任 さ れ る 。 副 管 長 と して ジ ョン ・

R・ ワ イ ン ダ ー ， ア ン ソ ン ・H・ ラ ン ドが

召 さ れ る 。

1904年 一1907年

十 二 使 徒 の リー ド ・ス ム ー ト長 老 が 合 衆 国

58

上院議員の席に就 くのを許可す るか否かに

関す る2年 半に及ぶ合衆国上院の調査が世

間の注 目を集める。ジョセブ ・F・ ス ミス

大管長 を含む教会幹部 の多数が上院委員会

で証言する。

1912年

ソル トレー ク ・シティーの グラナイ ト高等

学校 でセ ミナ リーが発足する。末 日聖徒の

青少年に とって大切な週 日の教育プログラ

ムが始 まる。

11月8日 ，大管長会のデ ビッド・0・ マ ッ

ケイ長老 を委員長とす る相互調整委員会が

設置 される。 この委員会は教会補助組織プ

ログラムの不必要な重複を避け，スケジュ



一ルの調整 を図るために設けられた。

1914年

1月 ，扶助協会，4つ の一般 テーマに基づ

いて初めてテキス トを製作する。

1916年

6月30日 ， 大管長および十二使徒会，イエ

スに適用される 「父」の称号の用い方 を明

確に した教義の解説を発表する。

19ロ 年

10月2日 ， イ ー ス ト ・サ ウ ス ・テ ン プ ル 通

り47番 地 に ， 教 会 管 理 本 部 ビ ル が 完 成 す る 。

1918年

10月3日 ， ジ ョ セ ブ ・F・ ス ミス 大 管 長 ，

キ リス トの 貝費罪 の 意 味 につ い て 深 く考 え て

い た 時 ， 死 者 の 救 い と救 い 主 が 死 後 霊 界 を

訪 れ た も う た こ とに つ い て の 示 現 を受 け る 。

11月19日 ， ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス 大 管 長 ，

80歳 の 誕 生 日の6日 後 に 死 去 。 当 時 イ ン フ

ル エ ンザ が 流 行 して い た た め ， 公 開 の 葬 儀

は 行 な わ れ な か っ た 。

11月23日 ， ヒー バ ー ・J・ グ ラ ン ト， ソル

トレ ー ク神 殿 の 十 二 使 徒 会 の 集 会 で 大 管 長

に 支 持 され ， 任 命 さ れ る 。 ア ン ソ ン ・H・

ラ ン ド， チ ャー ル ズ ・W・ ペ ン ロ ー ズ が 副

管 長 に選 ば れ る 。

1919年

11月27日 ， ヒーバー ・J・ グラン ト大管長，

ハワイのライエに合衆国本土外で初めての

神殿を献堂する。1915年6月 に用地が奉献

された後間もな く着工 されていたものであ

る。

イ ンデ ペ ンデ ンス の神 殿 用 地(B・H・ ロバ ー ツ撮 影)
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1920-1821年

十 二 使 徒 会 の テ ビ ッ ド ・0・ マ ッケ イ 長 老

と リハ テ ィー ・ス テ ー キ部 の ヒ ュ ー ・J・

キ ャ ノ ン 部 長 ， 大 管 長 会 の 要 請 に よ り教 会

伝 道 部 の 調 査 の た め に55，896マ イ ル(お よ

そ9万 キ ロ)の 旅 行 を す る 。 太 平 洋 諸 島 ，

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド， オ ー ス トラ リア ， ア ジ

ア の聖 徒 を歴 訪 し， 次 い で イ ン ド， エ ジ プ

ト， パ レ ス チ ナ を 訪 れ ， ヨー ロ ッ パ の 各 伝

道 部 を訪 問 す る。

1923年

1月21日 ， 西 海 岸 初 の ス テ ー キ 部 と して ，

ロサ ン ゼ ル ス ・ス テ ー キ 部 か 設 立 さ れ る。

8月26日 ， ヒ ー バ ー ・J・ ク ラ ン ト大 管 長 ，

ア ル バ ー タ神 殿 を 献 堂 す る 。

1925年

12月6日 メ ル ビ ン ・J・ バ ラー ド長 老 ， 南

嚢

藁
轟 ・ 、

!へ 輩

試蕪
争竃 藻鍵
ヘ レ びん ル

.・蘇 蓑
虞 麟 レ

アメリカに伝道部を開設 し， アルゼ ンチン

のブエ ノスアイレスに本部 を置 く。アメ リ

カにおける正式な伝道活動の始 まりとなる。

1926年

ア イ タ ホ 州 モ ス コー で， 最 初 の イ ン ヌ、テ イ

テ ユ ー トか 開 か れ る 。

1927年

10月23日 ， ヒー バ ー ・J・ グ ラ ン ト大 管 長 ，

ア リゾ ナ 州 メサ で ア リゾ ナ 神 殿 を 献 堂 す る 。

1930年

教 会はB・H・ ロバーツの不朽の大作 「教

会概 史」全6巻 を出版する。

4月6日 ， ソル トレー一ク ・シテ ィー， タバ

ナ クルにおける総大会 で教会設立100周 年

記念か祝われる。

・ 鼎
ゆ ♪ 購 ・ 。

榔 潜 ・ 凸「^。.
"。

へ ち ネ ド ニレハ ハ
ー ・ 曜 湖 躍 琵 請・繋

、『ド
・
，・ζ し離 レ 。

ゆい え 　み レ ぐ

鍛_一 一 へ屯穰 ・ ・
し

　　 る　 タ レな

羅 蕪 莚灘 。.

1844年6月22日 ，予 言 者 シ ョセ ブ ・ス ミス とそ の 兄 ハ イ ラム か 怒 れ る暴徒 の た め に殉教 したイ リ

ノイ 州 カ ー セ ー シの牢 獄 。予 言 者 シ ョセ フ は銃 弾 を受 け，牢 獄 の2階 の窓 か ら落 ちた

.・ ・.急 ∴ 、、，・』繍 鎌 灘 癒 雛 滋

1墜 翻 翻臨臨鼠

難畷 鋸臨
圏鰻購灘◎
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翻

鑓
ジ ョ ー ジ ・ア ル バ ー ト ・ス ミ ス

慧

騨

響 亀

覧"噛

「私はこれまで もそうであったが
，今 もなお自己を高め，鼓舞し， 自分 自身の力で

な く，世の贈い主が宣言された栄えある真理 を教える力をたまわっている。私は主の

み顔を拝 したこ とはないが，主のみたまの導 きを受 け，間違いな く主の存在 を感 じて

きた。私は贈い主が生 きてお られ ること， また主は，主の教 えを広めるという私の地

道な努力に喜んで応えて下 さることを知 っている。人の教 えが，永遠の父なる神から

啓示された真理に取 って代わることは決 してない。この地上に住む人々が福音 を受け

入れ，その教えに従って生活 を築かない限 り，個人の幸福 も世界平和 も永遠に続 くこ

とはないであろ う。福音は，信 じてそれを行な う者に救いを得 させ る神の力である。

また，時の初めか ら終わ りまですべてを知 っておられ る愛の深い御父の思いや りある

勧告 の言葉 である。主はこ う言われる。『これは道である。この道 を歩め。されば永遠

の生命 と永遠の進歩，永遠の幸福 を手にす るこ とができるであろう。』主が生 きてお ら

れ，いつの 日かすべ ての入がそれ を悟 ることを思 うと，私の全身は震える。

救い主は私たちが生 きるために死なれた。そ して，死 と墓に打ち勝ち，主の教えに

従 うすべての人に栄えある復活の望み を抱かせ て下さったのである。」(7セs'加o痂6s

げ0%7五6α4硲 「我 らの指導者の証」p.53)・

1934年

12月9日 ， ニ ュ ー ヨ ー ク ・ス テ ー キ 部 が 設

立 さ れ る 。 ノー ヴ ー 脱 出 以 来 ， ミシ シ ッ ピ

川 以 東 に お け る最 初 の ス テ ー キ 部 とな り，

ま た モ ル モ ニ ズ ム 発 祥 の州 で の 最 初 の ス テ

ー キ 部 とな る
。

1936年

4月 ，貧 しい教会員や困ってい る失業者の

必要 を満たす福祉 プログラムが正式に発表

され る。

4月 ，ステー キ部伝道部の管理が七十人最

高評議員会に託され，その後全 ステーキ部

にステーキ部伝道部が組織 される。

1939年

11月6日 ，戦争勃発に伴 うヨーロッパか ら

宣教師の引き揚げが完 了す る。南アフリカ，

太平洋諸島在留の宣教師は1940年 に帰国す

る。 ，
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雛 灘 翻 デ ビ ツ ド ・○ ・マ ツケ イ
劉1獲 ・

籔

榎

「あ らゆる理想の中で最高の ものは，ナザレのイエスの教 えであ り，その生涯であ

る。また，本当の意味で最 も優れた人物は，最 もキ リス トに近い人物である。

心の中で真剣にキ リス トについて考えることによって， 自分がなるべ き人物，取 る

べ き行ないが決 まって くる。キ リス トの聖なる属性 を学び， その教えを受け入れた人

であれば，必ずやその中に 自分 を高め，磨いて くれる力を認め るはずである。事実，

すべての人は，人類に及ぼ し得 るこの最 も大いなる力を行使できるのである。」(ク レ

ア ・ミドル ミス編，C加 万論θ4Eゆ θ擁 η6θs〃o魏漉6冊 漉ηg叙グP燃 配6痂Z)α 麗40.

M6κ αy『裏しい経験 ：デ ビ ッ ド・0・ マ ッケイ大管長の著作よ り」p.24)

伽 磁0"繕7

1941年

4月6日 ，大管長会，総大会で十二使徒会

補助の役職 を新 たに発表す る。同時に初の

十二使徒会補助が召され，支持 される。

1943年

3月7日 ，ナヴァホ ・スーニー伝道部が開

設される。インディアンを対象 とした20世

紀で初めての伝道部である。

1944年

5月 ，教会歴史の中でアダム ・オンダイ ・

アーマンと称される ミズー リの土地 を教会

が購入 したことが発表 される。

11月 ，これまで約8万 人の教会員がそれぞ

62

れ 自国の軍隊に入隊す る。

1945年

5月14日 ， ヒー バ ー ・J・ グ ラ ン ト大 管 長

が 死 去 す る 。

5月21日 ， ジ ョー ジ ・ア ル バ ー ト ・ス ミス

大 管 長 に 支 持 さ れ る 。 副 管 長 と し てJ・ ル

ー ベ ン ・ク ラ ー ク ・ジ ュ ニ ア ， デ ビ ッ ド ・

0・ マ ッ ケ イ が 選 ば れ る。

9月 ， 大 管 長 会 ， 戦 争 中 に 閉 鎖 し た 地 域 へ

再 び伝 道 部 長 を 召 す 。 こ れ は1946年 ま で 続

け られ ， 伝 道 部 長 の 任 命 が す む と直 ち に 宣

教 師 が 派 遣 さ れ る 。

9月23日 ， ア イ ダ ホ ・フ ォー ル ズ 神 殿 が 献

堂 さ れ る 。
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ブ リガ ム ・ヤ ング 大管 長 とそ の 家族 が住 ん だ ソル トレー ク ・シテ ィー の ビー ハ イ ブハ ウス

1946年

1月 ，教会は ヨーロ ッパの聖徒に食糧や衣

服 を供給す る。その後数年間にわたってこ

の援助が続け られる。

2月 ，エズラ ・タフ ト ・ベ ンソン長老は戦

争で身寄 りを失 った聖徒 を見舞 い，教会の

援助物資を分け与え，教会支部の建て直 し

を図 り， ヨーロッパの教会員の物心両面に

わたる必要 を満 たすよう力を注 ぐ。

1947年

1月 ，大管長会は太平洋伝道部の部長 とし

てマシュー ・カウリー長老 を任命 し，その

中に含 まれる7つ の伝道部の管理 を託す。

7月24日 ， ブ リガム ・ヤングのソル トレー

ク盆地到着100年 祭 を祝 う。

12月 ， ヨー ロッパの困窮者 を救援するため

に断食 日が定められる。集 まった21万 ドル

を政府機関に委託。そのほかにも教会独 自

でヨー ロッパの聖徒 に援助物資を送 り続け

る 。1947年 末 ま で に ， 貨 車90台 分 以 上 の 食

糧 を ヨ ー ロ ッパ へ 輸 送 す る。

1949年

4月5日 ，福祉プログラムを教会の恒久的

プログラムにす ることが発表 され る。

7月10日 ， 中国伝道部が組織 され，香港に

伝 道本部が置かれる。

ig51年

4月4日 ， ジ ョー ジ ・ア ル バ ー ト ・ス ミス

大 管 長 が 死 去 す る。

4月9日 ， デ ビ ッ ド ・0・ マ ッ ケ イ， 第9

代 大 管 長 に 支 持 され る。 副 管 長 と し て ， ス

チ ー ブ ン ・L・ リチ ャー ズ，J・ ル ー ベ ン ・

ク ラ ー ク ・ジ ュ ニ ア が 選 ば れ る。

7月20日 ， 朝 鮮 戦 争 に よ り， 宣 教 師 に 召 さ

れ る 若 い 長 老 の数 が 減 少 し た た め ， 大 管 長

会 は 七 十 人 を 召 す 。 そ の 結 果 多数 の 既 婚 男

性 が 専 任 宣 教 師 と な っ て 働 く よ うに な る。
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・=ミ穗1

ジ ョセ ブ ・フ ィー ル デ ィ ン グ ・ス ミス

囎

「私はヨブの ようにこう言 うことができる
。『わた しは知 る，わ た しをあが なう者

は生きてお られ る，末の 日に彼は必ず地の上に立たれる。』(欽 定訳 ヨブ19：25よ り和

訳)私 は知 っている。主 は人々を罪か ら腰 うためにこの世においでになった。そして

主の贈いによって，すべての人が死か ら贈われるのである。復活の後，すべての人は

おのおのその身にてなしたる行ないに従い，善 を行 なった者は昇栄 を，悪を行なった

者は滅びを受ける。私は知 っている。心か ら悔 い改めて福音を受け入れた者 もまた，

キ リス トの血によって贈われる。なぜな ら主は次のように言われているか らである。

『すべての者に代 りてこの苦 しみ をわが身に受 けた り
。されど，人もし悔い改めずば

誠にわれ と同 じ苦 しみ を受け ざるべか らず。』(教 義 と聖約19：16-17)主 と言えども，

悔 い改めない罪人の罪 をその血で清め ることはなさらない。また，責任の とれる年齢

に達 しない幼な子 も，罪あ りとされないので，キ リス トの血によって贈われる。した

がって，神の正義 と憐みを否定す る幼 児のバプテスマの必要を唱えることは，はなは

だ しく神 を嘲弄す ることであ る(モ ロナイ8：9参 照)。 私は，ナザ レのイエスが肉に
いのち

おける神の独 り子であ り，御 自身の中に生命 を持 ちたもう御方であることを知ってい

る。この喜ば しい真理のゆえに，主が私たちを死 と墓か ら，さらに悔い改めに よって

個人的な罪か らも贈 うことが可能になったのである。人は悔い改めて福音 を受け入れ，

罪の赦 しを得 るために水に沈め られるバプテスマ を受け，権能 ある者から按手礼を受

けて聖霊 を授か らなければ，神の王国に入ることはできないことを，私は知っている。」

(T6s加zo痂6sげ0%7L6α4硲 「我 らの指導者の証」p.165)

rゐ 鰍
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1952年

宣 教 師 の た め に 「福 音 を教 え る た め の 系 統

的 な プ ロ グ ラ ム 」 が 刊 行 さ れ る 。 こ れ に よ

り， 全 教 会 的 に 伝 道 の 標 準 計 画 が 定 め ら れ

る 。

6月 ， デ ビ ッ ド ・0・ マ ッ ケ イ大 管 長 ， オ

ラ ン ダ， デ ン マ ー ク， ス ウ ェ ー デ ン ， ノ ル

ウ ェ ー ， フ ィ ン ラ ン ド， ドイ ツ ， ヌ、イ ス ，

ウ ェ ー ル ズ， ス コ ッ トラ ン ド， フ ラ ン ス な

どの ヨー ロ ッパ の 支 部 ， 伝 道 部 を1カ 月 半

に わ た っ て 歴 訪 す る 。 途 中 ， ス イ ヌ、の ベ ル

ン で ヨー ロ ッパ 最 初 の 神 殿 建 設 用 地 を 選 ぶ

11月25日 ， 十 二 使 徒 評 議 員 会 会 貝 エ ズ ラ ・

タ フ ト ・ベ ン ソ ン長 老， 合 衆 国 新 大 統 領 ド

ワ イ ト ・D・ ア イゼ ン ハ ワ ー に よ り農 務 長

官 に 任 命 さ れ る 。 ベ ン ソ ン 長 老 は8年 間 そ

の 職 に 従 事 す る 。

1954年

1月2日 ， デ ビ ッ ド ・0・ マ ッ ケ イ 大 管 長 ，

ロ ン ドン， 南 ア フ リカ ， 中 南 米 訪 問 の 旅 に

出 る 。2月 中 旬 に 帰 国 。 当 時 教 会 に あ っ た

全 伝 道 部 の 公 式 訪 問 を完 了 す る。

1955年

1月 一2月 ， デ ビ ッ ド ・0・ マ ッケ イ 大 管

醗

1860年 頃 の ソル トレー ク ・シ テ ィー の市 街 地

長 ， 南 太 平 洋 の 伝 道 部 へ 歴 史 的 訪 問 を行 な

う 。 約7万2，500キ ロ に 及 ぶ 旅 行 を し， ニ

ュ ー ジ ー ラ ン ド神 殿 用 地 を 選 び ， ハ ワ イ に

チ ャー チ カ レ ッ ジ を 建 設 す る 計 画 を検 討 す

る 。

8月 一9月 ， タバ ナ ク ル 合 唱 団 ， ヨー ロ ッ

パ 公 演 旅 行 を 行 な う。

9月11日 ， ベ ル ン 近 郊 の ス イ ス神 殿 が 献 堂

さ れ る 。

1956年

3月11日 ， デ ビ ッ ド ・O・ マ ッケ イ大 管 長 ，

カ リフ ォ ル ニ ア 州 で ロ サ ン ゼ ル ス神 殿 を献

堂 す る 。

10月3日 ， ソ ル トレ ー ク ・シ テ ィー の 扶 助

協 会 ビ ル が 献 納 され る 。

12月 ， 神 権 指 導 者 訓 練 プ ロ グ ラム が 始 め ら

れ る 。 四 半 期 ス テ ー キ 部 神 権 会 ， 同 じ く四

半 期 指 導 者 会 ， そ の ほ か ス テ ー キ部 大 会 に

関 連 した い ろ い ろ な 指 導 者 会 が 紹 介 さ れ る。

1958年

4月20日 ， デ ビ ッ ド ・0・ マ ッ ケ イ大 管 長 ，

ニ ュー ジー ラ ン ド神 殿 を 献 堂 す る 。

9月7日 ， デ ビ ッ ド ・0・ マ ッ ケ イ大 管 長 ，

ロ ン ドン 神 殿 を献 堂 す る 。

1960年

1月 ，教会はヨー ロッパにおけ る大規模な

建築プログラムの計画に着手する。1961年 初

頭までに，北米以外の教会が存在する世 界

各地域に建築本部が置かれ，地域毎に建築

宣教師プログラみが実施される。

3月27日 ， ヨー ロッパ(英 国)と オース ト

ラ リアに，それ ぞれ最初のステーキ部が設

73



聖 徒 の最 初 の 幌 馬車 隊 が ノー ヴ ー を発 ち西部 へ向 か っ た

i846年2月4日 ， ち ょ う ど同 じ日 にニ ュー イ ング ラ ン ド

な ど東 部 諸 州 の教 会 か ら，235名 の教 会 員 がサ ミュエ ル ・

ブ ラナ ン と共 に， ニ ュー ヨー ク を発 ち， カ リフ ォル ニ ア

に向 か った 。1846年7月29日 ， 現 在 の サ ンフ ラ ン シス コ，

イ ェル バ ・ブ エナ に到 着 した。

噛
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i865年 ， 建 築 中 の ソ ル トレ ー ク ・タ バ ナ ク ル(C・R・ サ ベ ー ジ 撮 影)
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ハ ロ ノレ ド ・B・ リ

欝

網

「この数 日の間に
，私の信仰は一層強 くな り，確固たるものになって きたようであ

る。 この大会 を終 わる前に，是非皆 さんに申 しあげてお きたいことがある。この大会

は主が不在のまま行なわれてきたのではない とい うことである。これは主の教会であ

る。主は教会の中心であるここ以外の どこへ行かれるだろうか。主は人をなお ざりに

されるような御方ではない。いつ も私たちに関心 を寄せておられる。そして私たちが

主の導 きに従 うよう望んでお られる。主は実在の御方である。天父もまた しか りであ

る。私はそのこ とをはっき りと知っている。私がひ とえに願 うことは，主が召 され，

皆 さんが支持 して下 さったこの貴い地位にふ さわしい者 となることである。

私はこれまで語 られて きたこ とが真実であることを心か ら証する。私 たちが今携わ

っているこの業はまさしく主のみ業であることを一点の疑 いもなく確信 している。人
あめ

類が救 われる道は天が下にこのみ名 をおいてほかにないのである。」(『聖徒たちに与え

る祝福』「大会報告1970-72」p.419，1972年10月)

伽 〃.4

立 され る。

3月 ，宣教師になる年齢が20歳 か ら19歳 に

引き下げ られ る。

1961年

3月12日 ， 英語国圏外初のステー キ部がオ

ランダに設立される。

6月 一7月 ，全伝道部長 を対象 とした第1

回 セ ミナーで，6課 か ら成 る新 しいレッス

ンプランが紹介 される。同時に，会員によ

る伝道プログラム も紹介される。全世界の

伝道部 を9地 域 に分け，各地域 に教会幹部

が配属される。

9月30日 ， ハロル ド・B・ リー長老，総大

会の神権部会でコー リレーシ ョン(相 互調

整)活 動について初めて公式に発表する。

11月 ，外国で伝道す る宣教師のために語学

訓練所がブ リガム ・ヤ ング大学に設置され

る。1963年 に，語学訓練伝道部 となる。

1962年

12月3日 ， ス ペ イ ン 語 圏 で 初 の ス テ ー キ 部

が メ キ・シ コ シ テ ィー に 組 織 さ れ る 。

1963年

12月 ， 教会の地下記録保管庫が リ トルコッ

75



トン ウ ッ ド ・キ ャ ニ オ ン に 完 成 し，1966年

6月22日 に 奉 献 き れ る 。r

l964年

1月 ， ホ ー ム テ ィー チ ン グの 新 プ ロ グ ラ ム

が1963年 後 期 の ス テ ー キ部 大 会 で 紹 介 さ れ ，

そ の 後 全 世 界 で 実 施 さ れ る よ う に な る 。

11月17日 ， デ ビ ッ ド ・0・ マ ッ ケ イ 大 管 長 ，

オ ー ク ラ ン ド神 殿 を 献 堂 す る 。

1965年

1月 ，「家庭の夕べ」プログラムが始 まり，

「家庭の夕べ」のテキス トが発行 される
。

1970年10月 ， 月曜 日が全教会の家庭の夕べ

の 日と定め られる。

2月 ，イタ リア政府，教会の伝道を許可す

る。1862年 以降イタ リアでは伝道活動が停

止されていた。

3月 ，3代 にわたる家族の記録 を提出す る

系図プログラムが始 まる。

1966年

5月1日 ，ブラジル，サ ンパ ウロに南米初

のステーキ部が組織 される。

10月 ，ポーラン ドのデブニカ ・カサブに教

会の支部が組織 され る。

1967年

3月 ，教会統一機関誌が，9力 国語で創刊

される。現在は 「国際機関誌」 となり，17

力国語で発行 されている。

9月29日 ， 十二使徒会地区代表の役職が新

たに発表され，69名 の地区代表が召 されて

訓練が女台まる。

11月 ， ジョセブ ・ス ミスが高価なる真珠 を
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翻 訳中に所有 していたエジプ トのパピルス

の一部がニューヨーク中央美術館から寄贈

される。

1968年

12月 ， ポー ラ ン ドと韓 国 で ， 系 図 記 録 の マ

イ ク ロ フ ィル ム 撮 影 が 始 ま る 。

1969年

6月 ， スペ インに初めて宣教師が派遣され

る。1年 後の1970年7月1日 ，スペインに

独 自の伝道部ができる。

8月3-8日 ， 世界記録会議が ソル トレー

ク ・シテ ィーで開かれ る。

11月 ，1969年11月1日 に，東南アジア伝道

部が正式に開かれる。 シンガポールに伝道

本部 を置 く。1970年1月 には， イン ドネシ

アに最初の宣教師が派遣 される。

1970年

1月18日 ， デ ビ ッ ド ・0・ マ ッケ イ 大 管 長

が 死 去 す る 。

1月23日 ， ジ ョセ ブ ・フ ィー ル デ ィ ン グ ・

ス ミス が 新 た に 大 管 長 と な り， 副 管 長 と し

て ハ ロ ル ド ・B・ リー ，N・ エ ル ドン ・タ

ナ ー が 選 ば れ る 。

3月15日 ， ア ジア 初 の ス テ ー キ 部 が 日本 の

東 京 に 組 織 さ れ る 。

3月22日 ， ア フ リカ 初 の ス テ ー キ部 が 南 ア

フ リカ の トラ ン ス バ ー ル に 組 織 さ れ る 。

1971年

1月 ，新 しく相互調整 された教師養成プロ

グラムが開始 される。

7月 ，医療宣教師プログラムが始 まり，2



ソル トレー ク ・タバ ナ クル の 内部

今 日で も， テ ンプ ル ス ク ェア で最 も美 しい建

物 の ひ とつ とい わ れ る アセ ンブ リー ホ ー ル。

1877年 に着 工 され，1880年 に竣 工，1882年 に

献 堂 され た。 前 景 の石 は， 神 殿 建築 に使 用 さ

れ， 各 部 所 に配 置 す る た め に番号 が付 さ れて

い る。

名の宣教師が派遣され る。

8月27-29日 ， 教会初の地域大会が英国の

聖徒 たちのためにマンチェスターで開催さ

れる。

1972年

1月 ， 成 人 ア ロ ン神 権 者 プ ロ グ ラ ム に 代 わ

っ て ， 長 老 見 込 み 会 員 プ ロ グ ラ ム が 紹 介 さ

れ る。

1月18日 ， ジ ョセ ブ ・フ ィー ル デ ィ ン グ ・

ス ミス 大 管 長 ， オ グデ ン 神 殿 を献 堂 す る。

2月9日 ， ジ ョセ ブ ・フ ィー ル デ ィ ン グ ・

ス ミス 大 管 長 ， プ ロ ボ 神 殿 を 献 堂 す る 。

7月2日 ， ジ ョセ ブ ・フ ィー ル デ ィ ン グ ・

ス ミス 大 管 長 が 死 去 す る 。

7月7日 ， ハ ロ ル ド ・B・ リー 長 老 新 た に

大 管 長 と な り， 副 管 長 と し てN・ エ ル ドン ・

タ ナ ー ， マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー が 選 ば れ

る 。

11月 ，28階 建 て の 教 会 本 部 ビル が 完 成 す る 。

1973年

全 伝 道 部 の た め の 新 し い伝 道 レ ッス ン ブ ラ

ンが 完 成 す る 。 こ れ は ，1961年 の 伝 道 レ ・・

ス ン に 代 わ る も の で あ る 。.

2月 ， 教 会 最 初 の 農 業 宣 教 師 が 合 衆 国 を発

ち ， グ ァ テ マ ラ ・エ ル サ ル バ ドル 伝 道 部 に

派 遣 さ れ る。

3月8日 ， ア ジ ア 大 陸 で 初 め て ， 東 洋 で は

3番 目 の ス テ ー キ 部 が 韓 国 の 京 城 に 組 織 さ

れ る 。

12月26日 ， ハ ロ ル ド ・B・ リー 大 管 長 が 死

去 す る。

12月30日 ， ス ペ ン サ ー一・W・ キ ン ボ ー ル長

老 ， 新 た に 大 管 長 に 任 命 さ れ る 。 副 管 長 と
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ズ ペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

「これら古代の偉大な使徒 たち，同 じ主なるキリス トのみ業に携わった兄弟たちの

証に加 えて，私 自身の証 も述べ させていただきたい。私は，イエス ・キリス トが生け

る神の御子であり，世 の人々の罪のために十字架におかか りになったことを知 ってい

る。

イエス ・キ リス トは私の友であ り，私の救い主，私の主，そして私の神 である。

私は，聖徒の皆様が主の戒め を守ることができるように，そして主のみたまを受け，

日の光栄の王国において主 と共に永遠の受け継ぎにあずか ることができるようにと心

か ら願 っている。」(「聖徒 の道」1979年2月 号，p.120)

末 日の予言者 たちの声は，威厳 をもって響 き渡 る。救い主を知 っている者，愛して

いる者 として語っているか らである。その言葉 には，次のジョセブ ・ス ミスの霊感あ

ふれる宣言に見 られる同 じ確信 と力があふれている。ジ ョセブ ・ス ミスのこの宣言は，

回復 された福音のメッセージのすべてを要約 しているようである。

「而 して，われら御父の右に御子の栄光 を見，その無上完全 なるものを受けた り。

またわれら，聖 き天使 らお よび御座の前に聖 とせ らるる者たちが神 と子羊 とを拝み，

しか も永遠に神 と子羊 とを拝むを見た り。
あけ く

さて，この子羊に就 きて為 されたる様々の証の挙句，われ らの為す最後の証はす な
これ

わち 『主は実に生 きたもう』 こと是な り。

われ らは，彼がすなわち神の右 に座 した もうを見た り。また，御父の生みたもう独

子な りと証 した もう声を聞け り。
よ

すなわち諸々の世界は彼の手によ り，彼の手 を経て， また彼に因 りて先に作 られ，

また現に作 られ， これに住む者たちも皆神 より生れたる息子 と娘なることを証 したも

う。」(教 義 と聖約76：20-24)
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してN・ エ ル ド ン ・タナ ー ， マ リ オ ン ・G・

ロ ム ニ ー が 選 ば れ る 。

1974年

8月28日 ， タ イ に お け る最 初 の 末 日聖 徒 の

集 会 所 が デ ビ ッ ド ・B・ ヘ イ ト長 老 に よ り

献 堂 さ れ る 。

11月19日 ， ワ シ ン トンD.C.神 殿 が 献 堂 さ

れ る 。

1975年

5月3日 ，大管長会は地域管理制度 を発表

し，合衆国およびカナダ以外の地域に在住

して教会活動 を管理する6名 の十二使徒会

補助 を召す。年末には，8地 域に分け られ

る。

6月27日 ， ソル トレー ク ・シティーでの補

助組織の大会 を取 り止め ることが発表され

る。代わ って，各地区のステーキ・部の全神

権組織お よび補助組織の指導者のために年

次地区集会が行なわれるこ ととなる。

10月3日 ， スペ ンサー ・W・ キンボール大

管長，七十人第一定員会の設立を発表。総

大会で定員会会員3名 を支持す る。

1976年

4月3日 ，総大会の出席者は，全会一致 で

ジョセブ ・スミヌ、の 日の光栄の王国に関す

る示現 とジョセブ ・F・ ス ミスの死者の賄

いに関す る示現 を高価なる真珠に付加す る

ことを支持す る。

5月1日 ，韓国京城 ステーキ部，京城郊外

約10キ ロの場所にア ジア初の福祉農場 を持

つQ

10月1日 ，十二使徒会補助 は全員，七十人

ドイ ツ の聖 徒 たち の もと に送 られ るオ ラ ン ダ

の じゃが い も。

第 一 定 員 会 会 員 に 召 され ， 七 十 人 第 一 定 員

会 会 長 会 が 再 組 織 さ れ る。S・ デ ル ワ ー ス ・

ヤ ン グ長 老 に 代 わ っ て ， フ ラ ン ク リ ン ・D・

リ チ ャー ズ長 老 が 先 任 会 長 に 召 さ れ る 。

1977年

1月1日 ，大管長会は総大会の予定 を新た

に発表する。4月 と10月 の 第一 日曜 日とそ

の前 日の土曜 日に一般大会 を， さらに金曜

日に地区代表セ ミナー を開催することとな

る。

1月14日 ， 管理監督会地域監督が初めて，

メキシコ地域の教会の実務 を指示するため

に召される。合衆国，カナダ以外の他の8

地域 にも地域監督の置かれることが6月4

日に発表される。

2月5日 ，大管長会は教育課程や活動プロ

グラム， スカウティングを含む宗務面の管

理 を十二使徒評議員会に，実務面の責任 を

管理監督会に託すことを発表す る。

2月21日 一3月11日 ，ヌ、ペンサー ・W・キン

ボール大管長，地域大会へ出席のため1カ

月にわたる南米旅行をした折に，メキシコ，

グァテマ ラ，チ リrボ リドアの元首 と会見。

次 いでホワイ トハウスにジ ミー ・カーター
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大統領 を訪問す る。

5月14日 ， 若い男性プログラムが改編され，

中央若い男性会長会が新たに召 されて，神

権役員会の青少年部門の指示の下 で働 くこ

ととなる。

5月22日 ，新 たに教会活動委員会が組織さ

れ，文化芸術 と体育活動の相互調整を図る

ことが発表 される。同様の委員会が地元で

も設置される。

7月1日 ，世界的な教会員の増加に伴い，

従来 「地域」 と呼ばれていた地理的区分が

ゾーンに変更 され，全世 界11の ゾーンがさ

らに地域に細分されることになった。七十

人第一定員会会員がゾーンア ドバィザーあ

るいは地域担当教会幹部 となる。

1977年

10月15日 ，大管長会，サモアに神殿 を建設

する計画を発表する。

10月26日 ， 十二使徒評議員会の リグラン ド・

リチャーズ長老，エルサ レムのオ リブ山の

斜面にオルソン ・ハイ ド記念公園(2ヘ ク

タール)を 建設することを発表す る。

1978年

2月3日 ，大管長会，サ ウスウェス ト・ソ

ル トレー ク郡サ ウスジョーダンに新 しい神

殿を建設す る計画を発表する。

3月31日 ， 大管長会，1979年 以 降， ステー

キ部大会は年4回 か ら年2回 にすることを

発表。教会員の時間的，経済的その他の負

担を軽減す るための変更である。

5月27日 ， ワシン トン州 シア トルの神殿の

起工式が行なわれる。

6月9日 ，大管長会は， スペ ンサー ・W・
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ユ タ州 ソ ル トレー ク ・シテ ィー の末 日聖 徒 イ

エ ス ・キ リス ト教 会 本 部 ビル

キンボール大管長にあらゆる人種のふさわ

しい男性 に神権が授与される との啓示が下

されたことを発表す る。

6月13日 ， ヌ、ペ ンサー ・W・ キンボール大

管長，ハワイ神殿 を再献堂す る。

6月18日 ， カナダのケベ ック州モン トリオ

ール ・ステーキ部
，仏語 を使用する北米大

陸初のステーキ・部 として，十二使徒評議員

会会員の トーマ ヌ、・S・ モンソン長老によ

り組織される。

6月18日 ， 合衆国内最初の地域大会がハ ワ

イ州ホノルルで開催 される。

7月1日 ， キンボール大管長， イリノイ州

ノーヴーの扶助協会女性記念像 を献納する。

8月11日 ， 初等協会創立100周 年 記念祭が

行 なわれる。

9月16日 ， キンボール大管長 および教会指

導者はタバナ クル とそのほか世 界中1，400

カ所 に集 まった婦 人のための特別大会で話

をす る。

10月26日 ， 宣教師の訓練はすべて，宣教師

訓練センターで行なわれることになる。

10月30日 一11月2日 ，スペ ンサー ・W・ キ



ン ボ ー ル 大 管 長 ，サ ンパ ウ ロ神 殿 を 献 堂 す る 。

12月15日 ， ブ ラ ジル の リオ デ ジ ャ ネ イ ロ ，

ニ テ ロ イ ス テ ー キ 部 で ， ヘ ル ベ チ オ ・マ ル

チ ノ ス 兄 弟 が 黒 人 と し て 初 め て ， ス テ ー キー

部 長 会 の 一 員 に 』召 さ れ る 。

1979年

2月18日 ， イ リ ノ イ 州 ノー ヴー に ，1，000番

FIの ス テ ー キ部 が 設 立 さ れ る 。 か つ て の ノ

ー ヴ ー ス テ ー キ 部 は1839年10月5日 に 組 織

さ れ ，1846年 に 解 散 さ れ て い る。

3月30EI， 大 管 長 会 ， 教 会 の 宗 務 ， 実 務 面

の 諸 事 を 管 理 す る た め に 評 議 会 制 度 を紹 介

す る 。 中 央 レベ ル で の 相 互 調 整 評 議 会 な ら

び に 地 域 ， 複 合 地 区 ， ス テ ー キ 部 ， ワ ー ド

部 の 評 議 会 が 教 会 の 全 フ ロ グ ラ ム を 包 括 す

る よ う に な る 。

6月9日 ， ジ ョー ダ ン リバ ー 神 殿 の 起 工 式

が 行 な わ れ る 。

7月15日 ， タ バ ナ クル 合lll.i、団 ，1929年7月

15日 の 放 送 開 始 以 来50周 年 を 祝 う。

10月24日 ， オ リブ 山 の 西 斜 面 を 開 発 して 造

っ た オ ル ソ ン ・ハ イ ド記 念 公 園 が 献 納 され

る 。1841年10月24日 ，オ ル ソ ン ・ハ イ ドは こ

の 地 に 立 ち ，散 乱 したユ ダの 残 りの 了一孫 の.集

合 の 地 と し て ， こ の イ ス ラ エ ル を 奉 献 し た 。
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今 日のテ ンプ ル ス ク ェア とソ ル トレー ク ・シ テ ィー
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輝 か しき福音一

十 二使 徒 定 員 会 会 員

プ ル ー ス ・R・ マ ツ コ ン キ ー

現 在 この地上には輝かしい神の福音があ
り，広 く宣べ伝 えられている。私たちは

全世界の人々にこのことを知 らせ ようではな

いか。

人手によらず 山か ら切 り出された石 が転が

り始めていることを，すべての人々に伝 えよ

っではないか。やがてこの石は人の創ったす

べての王国を粉々に打ち砕き，全地に満 ちる

ことだろっ。

今や末 日聖徒に 「わが先祖 らの末の世に顕

されんこ とを熱心 なる期待 もて待 ち望み しも

の」が降 り注がれ，「何事 も一つとして隠 さる

ること」のない約束の時代が到来 しているの

である(教 義 と聖約121：27-28参 照)。 この

メッセージをすべての人々に伝 えようではな

いか。今 日人々の心の闇を貫 き通 している 日

の光栄の輝きは，やがて完全なる輝きをもっ

て燃えあがるであろう。基はすでに据えられ，

主の宮居はこの地上に次々 と建設されている。
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恵み深い父なる神は，神 のすべての子供 た

ちが神の恩恵 と祝福にあずかれるように， こ

の末の時代に完全な，永遠の福音 を回復 して

下さった。そして信仰 をもって従 う人々が救

い と昇栄 を得 られるようにして下 さったので

ある。

父なる神 と御子 イエス ・キリス トは， その

み声 と，そ してある時には天使 を仲立ち とし

て，かつて人間が有 していたすべての鍵 と権

能 と神権 とを， ジョセブ ・ス ミス とその同胞

に授けられた。そして， ジョセブ ・ス ミスた

ちはこの地上の王国，すなわち神の王国を再

び設立 した。この王国が末 日聖徒 イエス ・キ

リス ト教会である。 この教会は， キ リス トを

信 じ，主の律法に従 うすべての人々に福音の

導 きと恵みを施 し，救いをもたらすものである。

完全な永遠の福音 とは何 であろうか。

それは救いの計画，すなわち神の子供たち

を救 う天父の永遠の計画である。





それは，霊の子供たちをもうけることであ

り，前世 で教 えと試 しを受け，無数の世 界を

創造し，(私 たちについて言えば)こ の地球 と

いう惑星に受け継ぎを得たこ とである。

それは，肉体の死 と霊の死 をもたらしたア

ダムの堕落であ り，死を無効 にし，律法によ

って生命 と不死不滅 を明確に示 した神の御子

の贈いの力である。

それは，すべての律法，礼式，儀式であ り，

すべての真理，権能，執行であ り，人に不死

不滅 と永遠の生命 とをもたらすあ らゆる鍵 と

神権 とその特権である。

それは， キリス トの贈罪，人類の贈い，開

かれた墓，そ して驚異 と栄光に満ちた永遠の

生命である。

それは，信仰，悔 い改め，バプテスマであ

り，みたまの賜，天よりの啓示，そ して語 り

尽 くせ ないほ ど偉大な聖霊の賜 である。

それは，永遠の結婚 と永遠の生命， そして

永遠の昇栄 である。 また御父や御子 とひとつ

にな り，共にその王座に座 して永遠に支配す

ることである。

それは， この試 しの生涯におけ る試練 と苦

難であ り，悲 しみ と苦痛 と死である。それは，

世に打ち勝ち， この世 と地獄の力 を退け神の

道を歩み続け ることであ り，神の戒め を守 っ

て同胞に仕 えることである。

そして最終的に，アブラハム， イサ ク，ヤ

コブをは じめ，すべ ての聖なる予言者 たち と

共に，二度 と退 くことな く神の王国に永遠 に

住まうことである。

福音の恵み はそ れぞれの

神権時代 に与 え られ る

主が救：いの計画 を新 たに啓示されて，人が

それ以前に天 より授けられていた栄光 と驚嘆

すべ きみ業だけに頼る必要がな くなった時，
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人手によらず山から切 リ出された石が

転が り始めていることを，すべての入々

に伝えようではないか。やがてこの石は

人の創ったすべての王国を粉々に打ち砕

き，全地に満ちることだろう。

それを福音の神権時代 と呼ぶ。 この神権時代

には，諸々の鍵 と権能 と神権の回復が伴 うこ

ともあれば，伴わないこともある。例えば，

モーセの神権時代に代わってイエスが訪れた

時にはこれらの回復が行 なわれたが，エ ノク

とノアの神権時代が始 まった時にはこの回復

はなか った。

これまでに一幾つの神権時代があったかは定

かでない。恐 らく，数 多くの神権時代が存在

したことであろ う。また，それぞれが存続 し

た期間や，他の神権時代への移行についても

正確に知ることはできない。今の私たちに言

えることは，人々に救いに関す る真理を受け

入れる備えができると，恵み深 き神がその時

代の人々に必要 な真理 を明 らかにされたとい

うことである。

私たちは時満ちたる神権時代に生 を受けて

いる。すなわち，現在は数々の神権時代のす

べてが集約 された神権時代である。 これまで

の神権時代 に存在 したあらゆる 「鍵 と権能 と

光栄」 とが与えられている。聖典 に記されて

いる神権時代からそれぞれ特有の鍵 と権能を

持つ天使が遣わされ，「その神権の時代，その



権能，その鍵， その誉， その威厳， その栄，

その神権 の権能」(教 義 と聖約128：21)を 宣

言 したのである。

パ ウロが約束したように，時満ちたる神権

時代 に 「神は天にあるもの地にあ るもの を，

ことごとく，キ リス トにあって一つ に帰せ し

め ようと」(エ ペ ソ1：10)さ れ る。過去 とい

う大河が， ことごとく現在 とい う海に流れ込

むのである。すでに鍵 と権能はすべ て私たち

に与えられている。そして結局，すべての教

義 と真理が明 らかにされるはずである。

時満ちたる神権時代

日の夜に初めて ジョセブ ・ス ミスの前に現わ

れ，一晩中， モルモン経や福音の回復，末 日

に起 こる出来事について教 えと勧告 を与えた。

その後， この少年 ジョセブの手に金版 を渡 し，

そ して 「エフライムの一片の木の記録の鍵 を

託 した。」(教 義 と聖約27：5)

ジ ョセブ ・ス ミスは，神の賜 と力によりこ

の金版の記録を翻訳 し，「モルモン経」として

出版 した。この聖典には完全な永遠の福音が

記 されてお り， この聖典はキ リス トが神の御

子であることを証 し，ジ ョセブ ・ス ミスの召

しに関する予言の記録を明 らかにし，聖書が

真実 であることを証明 している。

1842年 に ジョセブ ・ス ミスは次のように記

している。「そは全 くして欠くることなき完全

なる合一 とまた神権の時代 と，鍵 と，権能 と，

光栄 との固き結合 出来，これがア ダムの時代

よ り現在に至 るまでこ とごとく明 らかにさる

ること，今や まさに先触れを始めん とする時

満 ちたる神権の時代の先駆をなすに必要なれ

ばな り。」(教 義 と聖約128：18)そ して，鍵;

と権能 を回復 した人として，モロナイ，ペテ

ロ，ヤコブ， ヨハ ネ， ミカエル，ガブ リエル，

ラファエル，「および ミカエルすなわちアダム

よ り現在に至 るまでの天使 ら」(教 義 と聖約

128：21)を 挙 げている。この 「天使 ら」の中

には，バプテスマの ヨハネ，モーセ，エライ

ジャ，エ ライヤス，そのほか私たちの知 らな

い多くの天使 も含まれていると思われる。こ

れら古代の予言者たちがそれ ぞれの権威 と権

能 を携 えて， どのような順序で訪れたかは明

確 にされていない。 しか し，以下のよ うな順

序 で訪れた と考えることができる。

1.・ モ ロ ナ イ

この 古 代 の ニ ー フ ァ イ 人 は ，1823年9月21

2.バ プ テスマのヨハネ

1829年5月15日 ， ザカ リヤの子 ヨハネがジ

ョセブ ・ス ミスとオ リヴァ ・カウ ドリにアロ

ン神権 とその鍵 を授 けた。これは，「悔 い改

め の福音， 罪 を赦す ために水 に沈むるバプ

テスマ」などの備えの福音 を授けるものであ

る。また，昔 レビの子孫が行なったように主

に捧げ物 を捧げ る権能 も付与 された(教 義 と

聖約13参 照)。 こうして，ヨハネがこの世で人

人に悔 い改め を宣べ伝え，キ リス トの最初の

降臨に備えさせ たように，人の子の再臨に人

人を備 えさせる道が開かれたのである。

3.ペ テロ，ヤコブ， ヨハネ

その後間もな くして，キ リス トの時代に大

管長会 を構成 していた3人 の兄弟が，聖なる

使徒職 を含む メルケゼデ ク神権 を再 び地上に

もた らし，王国の鍵を回復 し，時満 ちたる神

権時代の鍵 を授けた。(教 義 と聖約27：12;

81：2;128120参 照)

地上におけ る神の王国(す なわち教会)の

鍵 とは， この地上の，主にかかわるすべての

事柄に指示を与える権利と権能のことである。
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ペテロ，ヤコブ， ヨハネの訪れに より，私た

ちの時代に教会が再 び設立 され，全世界の人

人に福音 を宣べ伝えるための権能 とその使命

が与えられた。

4.モ ーセ

イスラエルの偉大な立法者モーセは，救い

主によく似た生涯 を送 り， イスラエルの民を

エジプ トでの奴隷の境遇か ら解放 して約束の

地へ と導いた予言者である。 また1836年4月

3日 に， カー トラン ド神殿 でジョセブ ・ス ミ

スとオ リヴァ ・カウ ドリに現われ，(1)「 世

界の四隅 よりするイヌ、ラエル人の 集 合 と」，

謬2)「 北の国より+の 支族 を導 き来ることの

鍵」(教 義 と聖約110：11)と を授けた。

その時以来，散乱 したエフライム と他の支

族が，力と栄光を増 し加えなが ら，あたか も

エ ジプ トの束縛か ら逃れるかのようにア メリ

カの山々に向かって集合 して きた。 しか し，

現在では世 界各国に存在す るシオンのステー

キ部に人々が集合 している。 イスラエルの集

合は実際に起 こっている。やがて失われた十

支族が戻 って来る時，彼 らは末 日聖徒イエス・

キリス ト教会の大管長の下に集まって くるで

あろう。なぜな らば， この教会の大管長は，

この偉大なみ業を指示 し，管理す る鍵 を有 し

ているか らである。

5.エ ライヤス

モーセに続いてエライヤスが現われた。 し

かし，この予言者がだれであるかは定かでな

い。この名前や称号で呼ばれた予言者は大勢

いた。 ノア もそのひ とりである。 ここで言 う

エライヤスは明らかにアブラハムの時代に生

きていた人であ り，アブラハム 自身であると

も考えられる。それはともか く，エライヤス
わた

が 「アブラハムの福音の時代を委 し」たので

86

あ る(教 義 と聖約110：12)。 す でに与えられ

ていたキリス トの福音でな く，アブラハムの

福音である。つまり，その昔アブラハムは神

か ら偉大な使命を託 された。その使命はアブ

ラハムとその子孫が，「この世に在 りてもまた

この世の外に在 りても，空の星の如 く数 多く

して絶ゆることなく，す なわち浜の砂 は数 え

らるとも彼らを数え尽し得 ざるべし」(教 義 と

聖約132：30)と い う約束である、

ジョセブ ・ス ミスの記録によれば，エ ライ

ヤ スが実際にふたりに語った言葉 は，「われら

とわれらの子孫によりてすべてわれ らの後の

世の人々祝福 を受 くべ し」(教 義 と聖約110：

12)と い うことであった。さらに喜ば しいこ

とに，アブラハムの結婚制度が回復 された。

この制度によって家族の永続が可能になり，

永遠の生活ができるようになった。

6.エ ライジヤ

アブラハム， イサ ク，ヤ コブ をはじめ他の

先祖に与えられたこれ らの約束 をすべて(予

言者たちの子孫 である)私 たちの心には っき

りと刻み込むために，エライジャが訪れて，

この世の主の僕 たちに結び固めの権能 を授け

た。この結び固めの権能によって，生者，死

者 を問わず，すべての儀式が天において も地

において も結ばれることとなった。(教 義 と聖

約110：13-16参 照)

7.ミ カ エル，すなわちアダム

私たちの始祖 ミカエルは，その権能 と栄光

と偉大 さにおいてキ リス トの次に位す る王子

であ り，この地上で初めて肉体を受けた 「す

べての人の最初なる者」(モ ーセ1：34)で あ

る。また，すべての子孫 を管理す る管理大祭

司であり， この地球に関するすべての事柄 を

支配し，統治す る神権 を有する方である。



私たちは時満ちたる神権時代に生を受

けている。すなわち，現在は数々の神権

時代のすべてが集約さ'れた神権時代てあ

る。これまでの神権時代に存在したあら

ゆる 「鍵と権能と光栄」とが与えられて

いる。

アダムはどのような鍵 と権能 を回復 したの

であろうか。これはあ くまで も推測であるが，

アダムはこの地上にやがて神 とキ リス トの王

国 となる諸々の王国を統治する管理権 を再び

回復 した。 そしてア ダム の訪れ に よ り，人

は再 び神権の力を通 して 「国々の軍勢に敢然

と立ち向か う」(霊 感訳創世14：31よ り和訳)

こ とがで きるようになった。 また福千年に備

えて地球 が更新 され，エデンの園の状態，死

や悲 しみがな く福音の栄光が全地に満 ちる状

態にあずかれるようになったと思われる。

8.ガ ブリエル，すなわちノア

ノアは邪悪な世の人々に福音を宣べ伝え，

洪水による死か ら自分 を含めて8人 の命 を救

った。ノアはその言葉に聞き従 う人々に，物

心両面の救いをもたらした。

そのノアの所有 していたすべての鍵が この

世に住む主の予言者に再び授け られた。それ

が どのような鍵であるか断言することはで き

ない。 しか し，福音 を宣べ伝 える権能 と，従

川頁に最後 まで耐え忍ぶ備えので きた人々に物

心両面の救いをもたらす権能が， この地上に

再 び回復 されたこ とは確か である。 ノアの洪

水が邪悪 な人々 を呑み込んだように，来るべ

き炎が 「神 を認めない者たちや，わた したち

の主イエスの福音に聞き従わない者たち」(II

テサ ロニケ1：8)を 焼 き尽 くすであろう。

9.ラ ファエル

ラファエルにつ いて詳 しいことはわか らな

いが，いずれかの神権時代か ら遣わされた，

特別な鍵 と権能 を持つ 人であることは確かで

ある。エノクの神権時代 を名乗るみ使いがほ

かにいないので， ラファエルはエ ノク自身で

あるか， またはエノクの神権時代 を代表する

だれかであると思われる。

エ ノクの時代に主の民はシオンを建設し，

身 を変えられて天に取 り上げ られた。その神

権時代からもたらされた鍵 とは，地上に福千

年 の時代 を開 くものではないだろうか。もち

ろん御存 じのことと思 うが，エノクの市は福

千年の 日に天か ら降 りてきて，地上 に建設さ

れるシオンとひとつになる。

10.そ の他の天使たち

そのほかに も，私たちは知 らないが，鍵 と

権能 を回復 した天使がいるはずである。 しか

し，確信を持って言えることは，かつて地上

に存在 していたすべての鍵 と，権能 と，神権

はすでにすべて回復 されているということで

ある。このようにしてジ ョセブ ・ス ミスと同

胞に もた らされた鍵 と権能は，規在大管長会

と十二使徒会に授けられている。しか し，あ

る意味において，神の先任使徒以外でそれを

行使 している人はいない。なぜなら， これら

の鍵は管理権であり， したがって一時にただ

ひとりの人，すなわち教会の大管長だけが行

使 できるからである。

主はこれらの鍵 と兄弟たちについて次のよ
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うに述べておられる。

「汝らすなわち十二使徒会，および汝 らの

助言者および指導者 として任命を受けたる者

たち，すなわち大管長会員にこの神権の権能

末の世にこれを最後に附与せ らる。而 して，こ

の末の世に時満ちたる神権の時代存す るな り。

汝 らの保つこの権能は，創世の始め より何

れの世 にても神の神権の時代 を受けたるすべ
かんれん

ての者の関聯するものにして，誠にわれ汝ら

に告 ぐ，汝 らの受けたる神権の時代の鍵は，

汝 らの先祖よ り伝わ りしものにして，ひっき

ょう天よ り汝 らに伝来せ られ しものな り。

われ誠に汝に告 ぐ，見よ，汝の天職は如何

に大いなるか。」(教 義 と聖約112：30-33)

さて ここで，私たちが現在受 けている事柄

と，これか ら受ける事柄 とが，私 たちの生活

やみ業の遂行にどのような影響 を与えるか考

えてみよう。この神権時代の特色の中には確

かに輝か しい ものがあ り，聖徒は福音の喜び

と永遠の驚 くべ きみ業 とを享受 している。 し

か しその一方で，聖徒や世のすべ ての人々に

深い悲 しみと苦 しみ とをもた らす出来事が今

後 も引き続き起ころ うとしている。それ らは

疫病や荒廃の形をとって 「万国の民に限 りな

く」(教 義 と聖約101二10)注 がれ るであろう。

現代における祝福

では，私たちに与えられる祝福 と驚嘆すべ

きみ業について考えてみ よう。

私たちが受けている神権，鍵 儀 式，救い

の計画はすべ てかつて啓示されたもの と同一

である。それは完全な永遠の福音 であ り，御

父の王国において永遠の生命 を享受で きるよ

うに人々 を結び固め るものである。

私たちは律法に定め られたあ らゆる儀式を

執行する完全な権能 を有する正当な執行者で
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私 たちの時代は，歴史上最も栄光に満

ちた神権時代である。この時代に悪は滅

び去 り，真理が勝利を得る。これまでに

その基か据えられてきた。私たちは現在，

その基の上に主の宮居を建 設している。

しかし，まだまだなすべきことは多く残

されている。

ある。そしてこれらの儀式は， 人がいと高 き

ところより権能 を授か り，栄光 の中に不死不
かしこ

滅 となってよみがえる備えをし，「彼処 に置か

れたる諸天使諸神の前を通 り過ぎ」(教 義 と聖

約132：19)最 高 の栄に進んで神々 となるた

めに欠 くことのできないものである。

私 たちは，ペテロや古代の使徒たちの よう

に，王国の鍵 を持っている。したがって，私

たちが地上において結びあるいは解 くことは，

正当な行為 として天においても永遠に結びあ

るいは解かれるのである。

私たちは聖霊の賜を受けてお り，程度の差

はあれ，みたまの賜をすべて享受 している。

したが って，啓示 を受け，示現 を見，天使の

訪れを受け， 自らを聖め， この罪 と悲 しみの

世にあ りなが ら神のみ顔を拝す るこ とができ

るのである。

私たちは今，万物の回復，イスラエルの集

合， シオンの建設の途上にあ り，人の子の再

臨に備え，正義 と平和の中に福千年 を迎える

過程にある。

私たちは，主の再臨の 日を待 ち望 むように

な りたい。そして私たちは選ばれて，主 と共



に一千年間の統治につ き，究極的 にはアブラ

ハム，イサ ク，ヤ コブ と共に神の王国に住ま

いを得て二度 と追われるこ とのないようにな

りたい と願っている。

私たちは， これまでの神権時代になか った

ような神聖な約束を受け，大いなる慰め を得

ている。それは，福音 とそれに属す るすべて

の事柄が二度 とこの地上か ら取 り去 られ るこ

とはない， という約束である。 また，主の教

会 と王国は決 して滅びることがな く，回復が

必要 となるような世界的な背教は二度 と起こ

らず，やがて 「水が海 をおおっているように，

主 を知る知識が地に満ちる」(イ ザヤ11：9)

とい う約束である。

私たちは， 「主の来 りた もうその 日にはすべ

ての事を顕 したまわん」(教 義 と聖約101：32)

とい う約束か らも慰め を得ている。そして，

その 日には次の約束が完全に成就す るのを目

にす るに違 いない。「また世の始めよりいまだ
かつ

嘗て啓示されずして，賢 く慎みある人々にも

明かされ ざりしことも，この時満ちたる神権

時代 には小 児にも乳のみ児に も明 らかにされ

るべ し。」(教 義 と聖約128：18)

現代の試練

次に，末 日における荒廃 と動乱 と試練につ

いて考 えてみ よう。

私たちはその ような出来事 を歴史上の どの

時代 よりも多 く目にすることになる。全世 界

の至 る所で，地震や洪水，疫病，飢饅が起こ

り，あ らゆる国家 と民族の間に戦争や荒廃，

破壊，殺 人を見るであろう。ガデア ントン流

の結社がその同胞の財産 を略奪 し，犯罪，堕

落，不正行為が方 々で増加 し，情欲，不道徳

な行為，性的倒錯行為， またソ ドム とゴモラ

のあ らゆる罪悪が洪水のごとく全地 を覆 うで

あろう。時満ちたる神権時代は，主がぶどう

園を焼き払 う準備 をされる時である。すべて

腐敗 した ものは焼 き捨てられ，邪悪な人々に

報復 と滅亡 とが下 される時である。 ノアの時

代 と同 じことが，人の子が再臨 される 日に起

こるであろう。

このような中で主の聖徒たちは，「聖地に立

ちて動 くこ となか るべ し」(教 義 と聖約45：

32)と 命 じられている。個々の聖徒に降 りか

かる試練は，過去の時代に主の民に注がれた

もの と何 ら変 わりはない。試練 と難難があら

ゆる世代の人々に降 りかか る。私たちは欲望

を制 して世 の悪に打ち勝つ ことができるかど

うか， 自分を十分に吟味す るためにここにい

る。 人生は決 してたやす く送れるようには計

画 されていない。苦難 を受け，死 を味わい，

またキ リス トについての証 と永遠の生命への

希望のゆえに自らの命 を犠牲にする人がいる

か もしれない。 しか し，すべてはアダムの時

代か ら現代 に至るまで主の民が経験 して きた

こ とであ り，永遠の計画の一部なのである。

福音のために自分の 「すべて」 を捧げる人は，

備 えられた住 まいにおいて主の 「すべて」を

受 け継 ぐはずである。

現代の神権時代の前途

それでは，い と高き神の聖徒 を待ち受けて

いるものは何であろ うか。

私たちの時代 は，歴史上最 も栄光に満ちた

神権時代であ る。 この時代に悪は滅び去 り，

真理が勝利を得る。これまでにその基が据 え

られてきた。私たちは現在，その基の上に主

の宮居を建設 している。 しかし，まだまだな

すべ きことは多く残されている。

救 いの教義 と王国の奥義に関して，古代の

多 くの聖徒が持っていたように，完全な知識
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と理解 とを得なければな らない。エ ノクとそ

の民が持 っていた知識 を得 るこ とさえで きた

ら，あるいはジェレ ド人やニーファイ人のよ

うに，モルモン経の封 じられた部分 を読むこ

とができたら， どんなに素晴 らしいこ とであ

ろうか。しか し，すでに主か ら授け られてい

るモルモン経や教義 と聖約， ジョセブ ・ス ミ

スが霊感によって聖書の一部 を改訳 したもの

を完全に信 じるこ とな しに，それらの真理が

与えられるだろうか。進化論 を信 じなが ら，

創造に関す る完全な知識 を主か ら受けること

ができるだろうか。

私たちは，昔の人々が持っていたような信

仰をもた らす従順 と個 人の正義 とを身に付け

なければならない。その信仰 とは， さらに 多

くの奇跡を行ない， 山を動か し， 国々の軍勢

に敢然 と立 ち向か う信仰である。猛火 を鎮め，

海を分かち，獅子の口を封 じる信仰である。

あ らゆる障害 を克服して，神のみ前に立つ信

仰である。信仰は段階 を追って強まるもので

ある。病人を癒す信仰 を得ずに，どうして山

を動かし海を分かつ信仰 を持つこ とができる

だろうか。

私たちはさらに 日々の生活の中で主のみた

まの導きを受け，すべてのこ とにおいてみた

まと調和 し，「兄弟 を己が身の如 くに思 い」

(教i義と聖約38：24)， 同胞の中にひとりも貧

しい人がいないように し，私 たちの善い行な

いを見た人々が天にいます私たちの父 をあが

めるように しなければならない。什分の一の

律法に従わずに， どうして奉献の律法に従 う

ことができるであろ うか。簡潔でわか りやす

い救いの教義 を受け入れ ることができずに，

今後啓示 される複雑で， 限 りない真理 をどう

して 自分の ものにすることができるだろうか。

私たちは，福音の律法 と儀式に従 うこ とに

よって自分の身 と霊を完全な もの とし，神 と
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同 じように光の中を歩まなければならない。

そうすれば，身を変 えられ る時がきた時に，

天の王国においてエノクとその市に加 わる備

えができているはずである。私たちの中に，

天使の訪れを受け，主のみ顔 を仰 ぎ，神 とキ

リス トのみもとに昇 って御二方に似た者 とな

る，今 その備えができている人が何人いるで

あろうか。

私たちはまた，すべての国々の，すべての

人に福音 を宣べ伝えなければならない。 この

ことをキ リス トの再臨に先立って行なわなけ

ればな らない。現代は伝道の時代である。教

会に改宗 したすべての教会員はバプテスマの

水の中で，「いついかなる時でも，どのような

所に居ても， どんなことについて も，死に至

るまで も神の証 し人に」(モ ーサヤ18：9)な

る と誓約する。 ところが現在， この偉大な務

めに関 してすでに行なわれていることはごく

わずかに過 ぎない。世界中で何十億 とい う人

人がいまだに暗闇の中を歩み，喜ばしい救い

のお とずれを告 げるために神が遣わされる人

人か ら，警告の声 を聞 く望み もなくさまよっ

ている。私たちはさらに多 くの宣教師 と勇気

ある会貝を必要 としている。 自らの時間 と財

産 を捧げ，全世 界の国々の心の正 しい人々に

喜びと希望 をもたらすために働 く人が必要で

ある。

私たちは もっ と多くの先祖の名前を探 し出

し，彼 らのために主の神殿 で救 いと昇栄の儀

式を執行 しなければならない。私たちの時代

は，代理の儀式を行なう偉大な神権時代 であ

る。ふさわしい聖徒 と，霊界で福音に聞 き従

う人々は，神のあらゆる祝福 を受け継 ぐこと

ができる。神はすべての子供たちを愛 し，全

貝が永遠の王国において救 いを得るように願

っておられる。そこで数 多くの神殿 を建設 し，

人名抄 出プログラムを拡大 し， そして幕のか



私たちは，すべての国々に建てられる

シオンのステーキ部に，イスラエルの民

を集めなければならない。また，すべて

の民族 とすべての国民の 中にシオンを建

設 し，避 け所となるシオ ンのステーキ部

を打ち建てなければならない。私たちの

メッセージは全人類に対するものであ り，

この福音以外に，救いと昇栄をもたらす

力はないのである。

㊧

なたにいる同胞のためにさらに多くの代理の

儀式を執行す る必要がある。時至 らば，私た

ちは ミズー リ州 ジャクソン郡 に神殿を建てる

ことになっている。またエルサ レムに も神殿

が建て られる。世界中の多 くの国々に数 多く

の聖 なる宮居が建てられることは言うまでも

ないことである。

私 たちは，すべての国々に建て られるシオ

ンのステーキ部に， イスラエルの民 を集めな

ければならない。また，すべ ての民族 とすべ

ての国民の中にシオンを建設し，避け所 とな

るシオンのステーキ部 を打ち建てなければな

らない。私たちのメッセージは全人類に対す

るものであ り， この福音以外に，救い と昇栄

をもた らす力はないのである。

私たちは また，主の再臨のために民を備 え

させなければならない。私たちは主の民であ
も

り，主の福音 を受け入れ，主の用向 きを有て

る者である。私たちは時間や才能，財産のす

べてを捧げ，主の王国の建設のために役立て

なければならない。すべての もの を犠牲にす

るよっに求め られたら，た とえそれが 自分の

生命であって も，捧げるべ きである。万事に

忠実であった人々に与 えられ る永遠の富に比

べれば，それはわずかな犠牲でしかない。

予言者たちの予言 したように，救 い主が シ

オン山の頂に立たれ，地上の王国が主の もの

となるのは，この神権時代である。この輝か

しい福音 は今 も永世に もわたって栄 え得 るで

あろう。教会貝として，主の民 として，末 日

聖徒 として，今私たちは福音の栄光 を過去の

土台の上 に築き上げ，偉大なエホバが次のよ

うに言われるその時までみ業を推 し進め よう

ではないか。

「み業は成った
。来 た りて，汝の主の喜び

に入れ。我 と共に我が王座 に座せ。汝は我 と，

また我が父と今ひ とつになった」 と。
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集会の短縮化

去 る2月1日 ，大管長会は，家族がもっと

一緒に活動できるように，新 しい集会スケ ジ

ュールを発表しました。合衆国およびカナダ

ではすでに3月2日 か らこの新 しいスケジュ

ールの下に集会が実施 されてお り， ほかの地

域でも5月4日 か ら実施 される予定です。

これまで15の ヌ、テー キ部 で試験的に行なわ

れてきましたが， このプログラムに よると，

集会は少なくなり，集会時間も大幅に短縮 さ

れます。このプログラムの実施に伴い，組織

の役員，特に 日曜学校の役員 と教師に大幅な

変更が生 じるもの と思われ ます。

この短縮化スケジュールの下 に，神権会，

日曜学校，聖餐会，およびこれまで週 日に行

なわれてきた補助組織の集会がすべて 日曜 日

の3時 間以内に行 なわれ るようになります。

(「日曜日の集会 スケジュール」表参照)

この大幅な変更によって， 自由な時間が増

え，家族が一緒に過 ごす時間が 多くなります。

それ と同時に，福音を教え，安息 日を正 しく

過 ごす責任が個々の家族に，これ まで以上に

課せ られるようにな ります。

大管長会は全神権i指導者へのメッセー ジの

中で，このプログラムを実施する目的は， 「教

会員が家族の生活や個 人の福音の勉強， 自己

改善， クリスチ ャンとしての奉仕 に専心す る

時間をもっと多 くとれ るように」す るためで

あると述べています。

「私たちはまた
，集会の短縮化スケジュー

ルを採用することによ り，省エネルギー運動

を支持す ると同時に，集会やその他の活動 に

出席する教会員の交通費の負担の軽減に役立

つと考えています。

また，この新 しい集会 スケジュールにより，

教会堂でのエネルギー使用量は減少す るに違

いあ りません。

この集会時間の短縮に伴 って，安 息日を正

しく守 るとい う責任がこれまで以上に個 人の

会員 と家族の上にかかって くるようにな りま

す。そこで教会貝はもっと多 くの時間を，個

人的な聖典の勉強や家族 を中心 とした福音の

勉強に注 ぐようにして下 さい。そのほか，家

族の絆を強め る，病気の人や外出できない人

を訪問す る，他の人々に奉仕す る，個人 と家

族の記録 を書 く，系図の仕事 をする，伝道活

動を行な うなど，安息 日にふ さわしい各種の

活動 をよく計画 し，実施するように していた

だきたい と思います。

この新 しい集会 と活動のスケ ジュールが，

教会貝にさらに豊かな霊的成長 をもた らすよ

う期待 しています。すべての末 日聖徒 の家庭

は，家族に とって大切な場所，家族が生涯 を

実 りあるものとし，相互の愛 と支持，感謝，

励 ましを見いだせ る所とならなければな りま

せん。

このスケジュールによって，家族は週 日の

時間に余裕ができ，公民として地域社会の改

善や，誠実 な人々が公職に就け るように積極

的な働 きかけ を行なうこともできます。」

さらに大管長 会はこの短縮化プログラムに

よって，「あまり活発でない会員や非教会員 を

安 息 日の集会に招待 しやす くなるで しょっ」

とも述べています。

今回の集会の短縮化に当たって，大管長会が

特に望んでいることは，個人や家族，また教

会の指導者が教会の集会や家族会議，家庭 の

夕べなどを十分に活用 して，教会員や非教会

員に福音 を教えることは もとよ り， 自分の家

族 の生活に福音を生かすように力 を注いでほ

しい， ということです。
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日曜 日 の 集 会 短 縮 化 ス ケ ジ ュ ー ル

(目 的)

日曜 日に集会 を統合 して行 なう目的は，(1)福 音 を学び，福音に従 って生活 し，福

音を教える責任が個 人と家族 にあることを再 び強調す ること， また(2)教 会 員が もっ

と多くの時間を福音の個 人学習や他の人々への奉仕，有意義 な活動に充てることがで

きるようにすることである。新 しい集会スケジュールは，以下の主要な目標 をもって

定める。

1.す べての末 日聖徒 の家庭が，家族の大好きな場所 とな り，また家族が自らの生

活 を豊かなもの とし，愛 と支持，感謝，励 ましを相互に示 し合 える場所となるよ

うにす る。

2.家 庭 を中心 とした安息 日の活動 を強調する。

3.全 会員のために，週 日の活動プログラムにもっと柔軟性 を持 たせ る。*

4.教 会 員の交通費の負担 を軽減す ると共に，家族 そろって教会に行き，また家族

で一緒に教会の活動に参加す る機会 を与 える。

5.省 エネルギーに努め， また教会 の活動への参加 に伴 う出費 を可能な限 り軽減す

る。

*ひ とつの建物を複数のワー ド部で使用 している所では，各ワード部のために週日の活動

の日を指定するとよい。

日曜 日の集会 スケ ジ ュール

第1案

7D分 聖 餐 会

10分 休 憩

40分 日曜学校 クラスレッスン

初等協会

開会行事

10分 休 憩 初等協会

ク ラ ス

レッスン10分 開 会 行 事 ：任 意
〔貰li.督 会の 指 ポ の.1・'に1

開会行事
〔クラスで.1

託 児

一一一一一

メルケゼデク

神 権

定 員 会

開会行事
一 一 一 一 一

扶助協会40分

アロン

神 権
{閏 △疋貝五

若い女性
初等協会

活動時間

3時 間

第2案

10分 開会行事 ：任意
(監督会の指示の下に)

開会行事
(クラスで)

一 一 一 一 一

開会行事
一 一 一 『 一

扶助協会

初等協会
開会行事

40分
メルケゼデク

神 権

定 員 会

アロン

神 権

定員会

若い女性

初等協会

ク ラ ス

レッスン
託 児

10分 休 憩

40分 日曜学校クラスレッスン
初等協会
活動時間

10分 休 憩

70分 聖 餐 会

'

3時 間
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150周 年記念行 事
教会設立150周 年の今年は世界各地でこれを祝う式典や行事が盛り沢山 。

日本でも,ス テーキ部や伝道部でいろいろな催し物が計画され,中 にはすでに

行なわれているものもあります。

今月は｢聖 徒の道｣150周 年記念特集号にちなんで,Eヨ本の150周 年記念行事

を取り上げてみました。

日本大阪北ステーキ部 日本名古屋ステーキ部

日本福岡ステーキ部

購嚢 灘灘轍 灘欝麟灘灘麟灘灘灘くトー

日本大阪ステーキ部

本岡山伝道部

灘
ぼ

撚｢

日本福岡伝道部

樹 起こ一

鵬 汚剛拠

罵甥離議緬 純鞠撚

脚

撚曜驚

.備

懸
謝

なお,日 本札幌伝道部,日 本東京南伝道部,日

本名古屋伝道部,日 本神戸伝道部については現

在計画中につき,記 載できませんでしたのでご

了承下ざい。
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過

昨年12月10日 付,｢北 海 道新聞｣に,札 幌第2ワ ー ド部の潟沼佳代姉妹の書 いた 『アメ リ

カと私』 と題する随想ヴ紹芥 されました。それは,地 元ゆか りあ有島武郎を記念した有島

青少年文芸賞(北 海道新 聞社,有 島武郎記念会共催)の 最優秀作品として選ばれるという

喜ばしい記事でした。

彼女の作品は高校生,社 会人を含めた応募作126篇 の 中か ら選 ばれた非常に価値あるも

のです。

彼女は,3年 前,合 衆国ユ タ州 プロボの小学校に9カ 月間学び,そ こで得 たいろいろな.

体 験をつづっています。

それにはまった く異なった文化,人 種の中での 『ア メリカ』や 『世 界』が子供 なりの確

かな目と心で とらえられています.素 直 にしか も,.鋭 く描かれた作品か らは,子 供の もつ

豊かな感受性がひ しひ しと伝わってきてほん.とうに心 を動かされます。

誌面のスペースの関係で彼女の作品はここに載せ ることはできませんが,当 編集部に送

られた彼女の証 と,北 海道新聞に掲載された受賞の喜びの記事 を皆 さんに御紹介 します。

"有島青少年文芸賞"受 賞にあたって

北海道にゆか りのあ る｢カ インの末喬｣や,

｢生 まれ.出ず る悩み｣を 書いた有島武郎を記

念 して,文 学作品 を募集す るのが,有 島青少

年文芸賞です。

去年の11月 中旬,私 も｢ア メリカと私｣.と

い う随想 を書いてそれに応募 しました。応募

した動機は,父 が募集要項 をもってきて くれ 臨

たこともあ りましたが,多 くの人に,私 のア

メリカでのすば らしい経験を知 ってほ しかっ

たか らです。.ですから,こ の随想 を書 く機会

があったこ とを心か ら神様に感謝 しています。

｢ア メリカと私｣の 内容 を手短かに紹介 し

ましょう。ジュリー とい う女の子がラオスか

らや ってきました。ジュリー とは髪の色がに

ていたせいか,私 は特別に親 しみ を感 じす ぐ

になかよしにな りました。ジュ リーは戦火を

避けて;飢 えと恐怖の中をようや くの思いで,

ア メ リカに移住 してきたのです。 また､ジ ュ

リーだけではなく,ア フリカからは黒人の子

､もきていました。 そんな中でえた経験か ら,

人種がちがって もみんな神様の子供なんだ と.
剛いう気持 ちが

,と て も私の心の中で強 くなっ.

て きました。

ちょっと話題を変えてみ たい と思います。

現在世 界には,同 じ神様の子供 でも,私 とは

ちがって,戦 争のために死んでいった り,.飢

えで苦 しんで いる子供がた くさんい ます。以

前 テレビで｢バ ングラデシュの子供達は飢え

て いる｣..とい うの を見 ました。栄養失調にな
.
る子がた くさんいます。9その子たちは,お な

か だけが風船のようにふ くらんで,手 足は骨

と皮です。.そして,ま もな く死んで しまうの

です。このことを考えると,私 達は どんなに

た くさんの祝福をうけ ているか しれません。

私の場合 も,あ たたか い家があって,愛 す る

家族が側にいて,毎 日,母 のつ くったおい し

い食事が食べれます。 これだけでも,ど んな

に大 きな祝福で しょう か。私は,本 当にぜ い

た くな気持 ちを捨てて,不 平 を言わず,い つ

も神様の祝福があることをよく頭に入れてお

きたい と思います。 また,こ の地上に戦争や

あらそいをな くして,す べ ての人が神様の福

音 を聞いた ら.どんなにすばらしいだろうか と

も思い ます。
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